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　第一章　好敵手ライバルはいますか




「カツヤ・タイラー。相手にとって不足はない……」

　呟つぶやくキムターク。

「銀河広しといえど、この私の血をこれほど滾たぎらせる漢おとこはそうはいまい。同じ時代に生まれ合わせたことを、誰に感謝すればいいのかな。ふふふ……」

「むろん、ヤーヴェではありませんか」

　カッツ・モリガンは抑おさえた口調で言った。

「ヤーヴェは全能にして偉大なり……」

「ああ。確かにな」

　と、不敵に嗤わらうキムターク。

「だがその全能の漢も、死病には勝てぬらしい」

「不ふ遜そんな……」

　カッツの表情が、僅わずかに蒼あお褪ざめた。

「それは些いささか不遜というものではありませぬか、オーファン・キムターク……」

「かも知れぬ」

　表情を変えずに、キムターク。

「だがな、その不遜な物言いも、俺ならば赦ゆるされるのだ。何な故ぜだかわかるか？」

「はい」

　カッツは頷うなずいた。

「それはキムタークさまが次のヤーヴェにおなりだからです」

「さすがはカッツだ」

　微笑ほほえむ。

「俺のことを誰よりもわかってくれるのは、やはりおまえだけだ」

「はい」

　と、カッツ。

「もしかしたら私は、キムタークさま自身よりも、キムタークさまのことがわかっているのではないかと、時々思います。キムタークさまのことなら、すべて、絶大なる長所も、弱点も含めてすべて──」

「ほう……」

　カッツの言葉尻を興味深げに捉とらえてキムターク。

「初耳だな。私に弱点があるか……。よかったら、聞かせて欲しいものだ」

「僅かな甘さが──」

　と、カッツ。

「勝負をよりスリリングにするためか、それとも生来のお優しさの為なせる業わざか、時々わざと、敵に対して甘くなる時がおありになるのです。よい例が、あの赤毛の偽装入信者にお示しになった要いらぬ情けです」

「エドのことか……」

「はい。もしかしたら、その甘さはあなたの命取りになるやも知れません。しかし……、困ったことに私がキムタークさまを好きなのは、何よりもその甘さの故ゆえなのです」

「私もそう思う」

　キムターク自身、思い当たる節はあったのだろう。口元に微笑を浮かべつつ、

「私もその弱点は、もしかしたら自分の中でも最も美質の部類に属するのではないかと時々思うことがある。しかし、今回だけは別だ。相手がカツヤなら、わざわざハンディを与えて勝負を面おも白しろくする必要もない……。ひさびさに全力でぶつかって、それで互ご角かくのちょうどよい相手だ」

「ではあなたは──」

　カッツの声に、微かすかな不安の色が浮かぶ。

「もしかしたら、カツヤごときに敗やぶれるのではないかと……」

「そうは言っていない」

　キムタークの会心の笑顔は、カッツをおおいに安あん堵どさせた。

「むしろ逆だよ。カツヤは私の中に眠っている、まだ私自身も知らない何かを、呼び覚ましてくれるのではないかと期待している。そして、それを考えただけで──カッツよ、笑ってくれ──私は子供のようにワクワクしてくるのだ」

「笑いません」

　と、カッツ。

「私も、そんなキムタークさまを、お側そばで見てみたく存じます……」

　それこそがカッツを、子供のようにワクワクさせる唯ゆい一いつのことだった。だからカッツはカツヤ・タイラーに対し、間接的にではあるが好感を抱いだいた。

「考えてもみろ」

　カッツだけには時折見せる、少年そのままの表情でキムタークは言った。

「私が、何故カツヤを好敵手と認めるのに吝やぶさかではないかということを……。カツヤは戦略の天才だ。ひょっとしてあの父親以上かも知れぬ。もし彼が本気で軍人を志こころざせば、本気で天下を取れただろうな。彼がそういう気になったとは到底思えぬが……」

「はい。逆に言えば我々ブラック・セラフィムという存在があったればこそ、彼も本気を出したのです。いえ、この際言ってしまいましょう。カツヤが輝くのも、キムタークさまという好敵手があったればこそなのです」

「そういうことだ。お互い、触発されてその資質を存分に引き出される……。好敵手とはそういうものだ。今ではなんとなくわかる。実際カツヤは我が好敵手としては申し分ない。頭脳も、手腕も、統率力も、人望も、そしてちょっとひねくれた性格も時代錯誤な感性も考え方も、私には好ましい……。だが──」

　そこでキムタークは声のトーンをちょっと下げて、言った。

「万事に於おいて私よりは、少し落ちる。わかるか。この少しだけ落ちるというところが、ポイントなのだ。実のところ、私がカツヤを好きなのは、私を本気にさせるだけの能力を持ちながら、なおかつほんの少しだけ私には及ばぬという、その一点に於てこそなのだ。つまり、私をより際きわ立だたせるためにのみ、奴はこの宇宙に存在しているのだ。それが何とも、愛いとおしいではないか。え、カッツよ」

「まったくです」

　含み笑いのカッツ。

「思えばこの銀河に、カツヤほどの道どう化けはおりますまい……」




「へっくしょい!!」

　いきなり超ちよう弩ど級きゆうのオヤジくしゃみをかますカツヤ。

「誰か俺のことを、ボロクソに言ってやがんなあ……」

「褒ほめているのかも知れませんよ」

　と、彼の有能な専属秘書となったフランソワーズ・ドレフュスが言った。いまや彼女は中佐である。

「どうしてけなされていると決め付けるんです？」

「あのね、俺の前半生はね……」

　と、洟はなをぐじゅぐじゅと言わせながらカツヤはしみじみ言った。

「ただひたすらに、人からけなされることの連続だったの。褒められたことなんざ、これっぽっちもねえの。だから今がどんなに幸福であろうとも、なんか半信半疑なんだよね。どれほどヨイショされようと、裏に回ればみんな陰口叩たたいてるんじゃねえかって……。ボロクソけなされてるんじゃねえかってね。君のようなエリートには、わからんだろうが……」

「わかりませんけど──」

　聡明なフランソワーズは言った。

「わかるように、努力はしています」

「そう言う君も、陰では俺の悪口言ってたりして……」

「あら、心外ですわ」

　と、憤ふん慨がいしてみせるフランソワーズ。

「少なくとも私は、番長に小言を言うときは、面と向かって言ってます」

「そうだよね……」

　考えてみればフランソワーズは、天下の赤色巨星番長カツヤ・タイラーに面と向かって小言を言える、数少ない幕ばく僚りようの一人であった。

「そうなんだよなー」

「あ──」

　フランソワーズがティッシュを差し出すよりも早く、カツヤは学ランの袖そででチンと甲かん高だかい音を立てて洟はなをかんだ。

「まずそのだらしのないところを、改めていただきたいものですわ……。番長の一いつ挙きよ手しゆ一いち投とう足そくには、いまや全銀河が注目しているんですからね」

「そう言われると余計、こんな風に振舞ってみたくなるんだよね。臍へそ曲りだから──。俺は規格外の製品だぞって、声を限りに叫んでやりたくなるの。死んだってシステムなんかに取り込まれてやるもんか！」

「大きな子供ですね、番長は……」

　母親のようなフランソワーズ。

「嫌いか？　俺の、そういうガキっぽいとこ」

「ええ」

　力一杯頷うなずく、フランソワーズである。

「大っ嫌いです。その大っ嫌いなあなたに無駄と知りつつ、何度でも小言を言ってしまう私って、一体何なんでしょう？」

「さあ……」

　カツヤには都つ合ごうが悪くなると、天てん井じようを見上げる癖があった。

「何なんだろうね……。俺も知りたい」

　そんな二人のやり取りを、ドミトリー・ハイフェッツ参さん謀ぼう大佐は背中で聞いている。

『何はともあれ、我らの番長は大物だ。ついでにドレフュス中佐も……』

　と、彼は思った。

『この状況下で、ラブコメできるんだから、この二人は──』

　その分、苦労するのは実際に作戦を立てる自分だ。しかし、それが苦痛かというと決してそんなことはない。むしろ、異様なまでに熱意を傾けたくなる。

「で、察しはつきまして？」

　フランソワーズはカツヤに尋ねた。

「小言の原因となった、くしゃみの噂うわさの張本人は？」

「ま、大体はね」

　とカツヤ。

「ほとんど銀河の全員だろうというくらいはね……」

「自覚はあるんですね」

「悲観主義者ペシミストとしての前半生を歩んだおかげでね」

「それで潰つぶされなかったんだから、大したもんですわ」

「俺のことを潰れろ潰れろと念じている奴には、今も不自由してないさ」

「一生不自由しないでしょうね」

「どうかな……。次で本当に潰れてしまうかも知れない。今日そうなってもおかしくないと、いつも思っているから──」

『強さの秘訣は、それか……』

　ハイフェッツは心中密ひそかに頷いた。

『笑顔で剃刀かみそりの刃の上を歩ける人間が、いちばん強いのだ』

「次が正念場ですね。番長にとっても、私にとっても……」

「銀河そのものの正念場じゃないの」

　まるで他人事のようにカツヤ。

「ブラック・セラフィムの方に荷か担たんしたくなったなら、今からでも遅くはないぞ。退職金は出ないけど──」

「今から寝返るくらいなら、端はなっから番長の秘書なんかやってません！」

「確かに……」

「とにかくどんなことがあろうと、私、番長を見放したりはしませんから!!」

「そう。そういうことを言う奴に限って、真っ先に裏切るんだよね。経験からして──」

　フランソワーズの平手打ちが音を立ててカツヤの頰ほおに飛んだのは、次の瞬間であった。

「フラン──」
















「意い固こ地じ、バカ……」

　フランソワーズはくるっとカツヤに背中を向けた。金髪がふわっと広がり、その中に真珠の水滴が一粒二粒、一瞬宙に舞ったのをカツヤは見み逃のがさなかった。

「すまん……」

　男女の機き微びには、まだまだ不ぶ器き用ような赤色巨星番長なのであった。




「おまえの従兄いとこと、キムタークとかいうブラック・セラフィムの新しい親玉、一戦交まじえるそうだな」

　テツが言うのを、

「従兄じゃない。叔お父じ貴きだ」

　とエドは訂正した。

「ま、ほとんど従兄みたいなもんだけどな……」

「そうか、カツヤってのはタイラーの息子で、おまえさんは孫だったな……」

　と、アシュランの末まつ裔えいティン・テツは言った。

「俺の親おや父じと伯お父じ貴き二人は、そのタイラーとやり合った。ほとんど銀河を手に入れるところまで行ったそうだ。いや、実際、一度は手に入れたらしい……」

「じゃあ世が世なら、テツは銀河公国の公こう子しって訳わけだ」

「いや。伯父貴たちが生きていれば、どのみち相続権は伯父貴たちの子供の方へ行っただろうよ。それでもまあ、こんな廃棄物回収船の船長ってことはねえだろうけどよ……」

　自じ嘲ちようめいた嗤わらいがテツの口元を覆おおった。

「だから俺は、今でもあんまりおまえの祖じ父いさんって奴が好きじゃねえ……。おまえは別だがよ」

「いいよ、気を遣つかわなくて……」

　エドは苦笑した。

「テツはなんで、船長に？」

「俺が十五になった時、親父は言ったね。テツよ。この名ばかりの辺境伯の家に、おまえに譲れるほどの財産は何もない。だからおまえには、好きな生き方を赦ゆるしてやる……ってな」

「それ、いいな」

　皮肉でなく、エドは言った。

「ひょっとするとそれは、親が息子に相続させてやれる最高の財産かも知れないぞ」

「俺もそう思う。今では心から親父に感謝しているよ。その後道を誤あやまったのは、俺自身の責任だ」

「カツヤは父親から無理やり相続させられそうになった膨ぼう大だいな『財産』のせいで、四苦八苦どころか七しつ転てん八ばつ倒とうしている。彼から見れば、あんたの立場は心底羨うらやましいだろうな」

「かもな。で、親父はせめてもの餞せん別べつという意味で、俺に幾いく許ばくかの金をくれたね。俺はその金を元手に、中古のボロ船を買って、今の商売を始めたって訳さ」

「貧乏とは言っても、貴族は貴族だな。世間一般の親なら、その『餞別』とやらもない」

「うん。もしかしたら俺は、とてつもなく恵まれていたのかもな。だが、世間一般と比較しようにも、その比較すべき対象とやらが俺にはなかった。親父の領土である惑星には、事実上俺の家と、その使用人しかいなかったからな」

「それはまた広大な領地だな……」

「広大な領地だった。だが餞別の金のために、親父は大陸のひとつを開発業者に売ってしまった。うまくすれば言い値の三倍では売れたんだろうが、そこは世間知らずの悲しさ、足元を見られて買い叩かれた。そこでうまく商売していれば、この『泥どろ亀がめ』のキャビンも、豪華客船並みの調度だったかもな……」

「それはテツらしくないぞ」

　と、そのキャビンのフロアにじかに座すわり込み、安ワインのグラスを傾けながらエドは言った。

「このキャビンは、とてもあんたらしい。俺は好きだよ」

　壁からは剝はく製せいの野生動物の首がいくつも生えている。そのほとんどがクマに似た肉食獣だった。

「このトロフィー、全部あんたが？」

「ああ」

　歯を見せて頷くテツ。

「オリオンキンイログマだ。俺の領地には腐るほどいた。熊牧場もあったくらいだ」

「あんたに射撃の才能があったとは意外だな」

「なんの。全部絞しめ殺した。親父直じき伝でんの、ベアハッグでな」

「本当かよ……」

　まさに本家のお株を奪う『熊絞めベアハツグ』である。

「見ろ、これはその時の傷だ」

　と、シャツを脱いでみせるテツ。その背中には、無数の引っ搔かき傷が──。

「大したもんだ。だが、傷なら俺にもあるぞ」

　笑いながらやはりシャツを脱ぎ、全身のミミズ腫ばれにも似た傷跡を見せるエド。

「おまえ……何ど処こで？」

「ブラック・セラフィムの、本拠地でな」

「拷ごう問もんか？」

「ま、そんなもんだ。大したことはなかったけどな……」

「傷自慢は俺の負けだよ。脱帽だ」

「そうかい？」

「その顔に。傷がなくてよかったな」

「ああ……。ブラック・セラフィムの幹部連中は顔自慢が多い。だからイノセントの奴も無意識のうちに顔だけは、遠慮してくれたんだろう」

「俺なら、真っ先に顔を潰つぶすがね」

　嗤うテツ。冗談でもなさそうだ。

「俺も親父でなく、ルウ伯父とやらに似ればもう少しは美形だったんだろうがな……。生あい憎にくと若い頃の親父に瓜うり二つだそうだ」

「まんざらでもないよ」

　とエド。お追つい従しようや単なるフォローではない。

「あんたみたいな渋いのが、モテる時代がそのうち来ると思うよ。美形の時代は、そう長くない。そのうち熱も冷めるだろう……」

「できれば、そのうちと言わず八年以内にしてもらいてえな」

「八年？　どうして？」

「あと八年で、四十になっちまう」

「四十になったって、モテる奴はモテる。ジャスティ祖じ父いちゃんは、五十代の頃がいちばんモテたそうだ。今でも愛人が常時七、八人はいる」

「俺にはとても真ま似ねできねえな。七人もの女に、同時に注ぎ込むエネルギーはねえよ。この『泥亀』だけで精一杯だ」

　そう言ってフローリングの床を叩たたいてみせた。

「な、わかるだろ」

「もしかして、あんた女嫌い？」

「かと言って、衆その道みちの趣味もない」

　そう言ってカッハッハと豪快に笑った。

「だったら困る。あんたに押さえ込まれたら、俺はなす術すべもない……」

「そう言うエドは、どうなんだ？　その顔だ。好きな女の一人や二人はいるだろう」

「一人……」

　不意に真顔に戻り、エドは言った。

「一人だ。そう。一人で手一杯なんだな、これが──」

「マチコか……」

　無言で頷く、エド。

「おまえのマチコ神話は、早くもこの船じゃ有名だぜ」

「そんなに喋しやべった覚えはないんだがな……」

「アホか。閉鎖空間だから、伝でん播ぱは異様に早えんだよ！」

「なるほど……」

　一人に語れば、その瞬間に全員に語ったのと同じことである。しかも、尾お鰭ひれが付く。ぐるっと回って最初の一人に戻って来る頃には、とてつもない伝説と化しているという寸法である。そして、その伝説はさらに尾鰭を付けながら回覧板のように船内を伝播し続け、雪ダルマのように自己増幅を続けていくのである。

「で、一度おまえに直接確かめようと思っていたんだが──」

「なんだい？」

「マチコのバストが99センチというのは、本当か？」

「あのなあ……」

　この分では、マチコの虚像はそれぞれの勝手な解釈で、実物とは似ても似つかないものになっているに違いなかった。

「みんな、マチコを見たがってるぞ」

「俺も会いたい……」

「じゃ、会えばいいじゃねえか」

「今はまだ、その時期ではない……」

「カッコつけやがって」

「俺には、仕事ができた」

　エドの顔には、ある決意があった。

「側面からカツヤを掩えん護ごするという、使命だ。カツヤがキムタークと決着を付けるまでは、俺もマチコには会えない……」

「まどろっこしい奴だな。おめえはともかく、俺はマチコに会いたいぞ。本当にウエスト49センチで、輝く金髪はくるぶしまであって、後ご光こうを放っているのかこの目で確かめてえ！」

「だったら協力してくれ。俺がマチコに会うためには、カツヤがキムタークに勝てるように──」

「わかった」

　テツは頷いた。

「みなまで言うな。おめえの気持ちはともかく、背中に翼のある女ってのも、見てみてえもんなあ」

　どうやらテツの理想の女性は、限りなく天使に近いようだ。『泥亀』の全乗組員の中で、マチコは天使そのものと解釈されているに違いなかった。

　むろん、エドにとってもマチコは、天使そのものに違いない。

「だがよ、エド」

　テツは言った。

「ひとつだけ、老ろう婆ば心しんで言わせてくれ」

「なんだ」

「俺の乏とぼしい経験からなんだがな……。女って奴とは、頻ひん繁ぱんに会っておいた方がいいぜ」

「マチコは会ってくれないからと言って、相手を咎とがめたりするような女ひ性とじゃない」

「そうじゃなくて……」

　とテツ。

「こっち側の問題よ。あんまり長く会わないでいるとな、こっちの中で女ってやつはどんどん理想化されてな、いざ実物に会う段になると、その理想と実物とのあまりのギャップに幻滅──おっと、これ以上は言わぬが花よ。とにかく、そんな訳で俺はいまだに独ひとり身なんだ。わかるか？」

「わからないではないよ」

　エドは言った。

「だけど、マチコは例外だ。少なくとも俺は、そう信じたいね」

「救われるよ、おまえは──」

　やっかみ半分、テツは言った。

「さて、無駄話はやめて、エンジンの整備でもするかな……」

　と、腰を上げる。

「さっきしたばかりじゃないか!?」

　エドは呆あきれた。

「あんたは暇さえあれば日がな一日、エンジンの整備ばかりやってないか？」

「そうだよ。それだけが俺の仕事だ」

　涼しい顔で、テツは言った。

「俺が何のために、この『泥亀』のオーナーでありながら、別に船長を雇っていると思っている。一日中、あのエンジンと戯たわむれていたいからだ」

「この『泥亀』に載のせてある限り、あのエンジンは本来の出力の半分も出せないんだぞ」

「だからこそ、常に万全の状態にしておくのさ。いつか役立つ時が来ないとも限るまい。それにな、エド。おめえのマチコと違って、俺のあの可愛かわいいエンジンは、半日も俺の顔を見ないと、スネるんだよ。だけどそこがまた、たまらんくらいに可愛いのさ」










　第二章　イベント会場はどこですか




「候補宙域その四百五十八番……蟹かに座の四重太陽星団です」

　モニターを見ながら、カッツ・モリガンが言った。いつも通りに明瞭な声だが、それでも蓄積された疲労の色は隠せない。

「伏ふく兵へいとしての艦隊を隠しておく場所も多く、まさに決戦の舞台としてはうってつけかと──」

「駄目だ」

　だがキムタークはまたしても首を横に振る。彼が首を振った回数は、これが四百五十八回目である。

「添付のデータによれば、ここは磁気嵐が激し過ぎる。レーダーは完全に死んでしまうぞ」

「しかしキムタークさま、それは敵も同じことでは……」

「互いにレーダーの利きかない戦況では、実戦経験の豊富なカツヤに分がある。そうでなくとも相手は専門の人材が揃そろった正規の宇宙軍、戦いのプロだ。我々に不利な状況を、わざわざ選んで創つくってやることもあるまい」

「ですが、我々にはヤーヴェの御ご加か護ごが……」

「甘い！」

　キムタークは一いつ喝かつした。

「ヤーヴェの御加護があるなら、ウェクサーやカルキンやオストベルクは何な故ぜ敗やぶれたと思う」

「それは……」

　カッツの声が震えた。

「畏おそれ多くて、私には言えません……」

「おまえらしい」

　キムタークは微笑ほほえんだ。

「ヤーヴェの御加護はこの際、抜きにして考えることだ。それを否定するのではない。ただ頼ることは禁物だ。神が助けてくれるのは、神を信じて頼まぬ者のみ!!　それを忘れた三大幹部の末路が、よい反面教師だ」

「はい……」

「決戦の場所選びは、慎重の上にも慎重を期した方がいい。カツヤを周到に追い込める罠わなを仕掛け、なおかつそれを巧妙に隠いん蔽ぺいできる場所をな」

「はい。では──」

　映像が切り替わった。

「候補宙域その四百五十九番、オリオン座の傘状ガス星雲、γガンマ７です」

　だがその説明が終わらぬうちに、またしてもキムタークは首を振る。

「ここはガスの流れが速過ぎる」

「では──」

　気を取り直したカッツの、次の説明。

「候補宙域四百六十番、南の魚座の泡ほう状じよう星団……」

「次だ」

　あくまで冷徹な、キムタークの声。

「ですがキムタークさま、まだ説明が──」

　カッツの声は涸かれていた。

「時間の無駄だ。ここは惑星連合宇宙軍の本拠地に近過ぎる。首尾よくカツヤを殪たおせたとしても、その後敵の重包囲の真っ只ただ中なかだ。もっと事前に慎重にチェックしろ。基本だぞ、カッツ！」

「は、はい……」

　畏かしこまるカッツ。

「では次──」

　四百六十一番目の候補宙域は、映像が切り替わった瞬間にキムタークの目を釘付けにした。画面が薔ば薇ら色一色になったのだ。

「なんと──」

　キムタークの瞳ひとみが見開かれた。

「なんと、美しい……」

　それは確かに美しい光景であった。薔薇色の星団を、やはり薔薇色のガス状星雲が七なな重え八や重えに取り巻いている。まさに薔薇の花弁のようであった。

「美しい星雲だ……。カッツ、この星雲の名は？」

「は、はい。竜りゆう骨こつ座ざの薔薇色星雲です。名の由来は……説明不要でしょう。では次です」

「待てカッツ!!」

　キムタークが声こわ高だかに叫んだ。

「何故、飛ばす!?」

「不向きです。これまでの、キムタークさまの厳しい基準を到底満たせません」

「どういうことだ？」

「ここは磁気嵐が激しく、ガスの流れは極きわめて速く、宇宙屈指の難所です。ここを通り抜けようとして毎年何隻もの宇宙船が遭難しています。その中には最新鋭の軍艦も含まれており、なおかつここは、惑星連合宇宙軍の前線基地から目と鼻の先。とても乾けん坤こん一いつ擲てきの決戦の場には──」

「何を言っている、カッツ」

　キムタークは嗤わらった。

「まさにこういう場所をこそ、私は捜さがしていたのだよ。決戦宙域は薔薇色星雲で決まりだ」

「キムタークさま……」

　カッツには、まだこの上官の思考回路が把は握あくし切れてはいない。

「ここは、あまりにも……」

「この美しさを見ろ、カッツ」

　キムタークの目は陶とう酔すいしていた。一種酩めい酊ていしているかのようでさえあった。

「私とカツヤとが闘たたかうのに、これ以上の場所があるか。この美しさこそ、いずれかの墓ぼ標ひように相応ふさわしい……」

「諸条件はどうされるのです。磁気嵐は？　ガス流は？　敵の基地に近過ぎるというハンディは!?」

「逆さか手てに取ればよい」

　こともなげに言うキムターク。

「磁気嵐はカツヤの得意戦法である長距離砲撃戦を封じるのにお誂あつらえ向きだし、ガス流はうまく流れに乗ればこちらの移動エネルギーを節約でき、その分を攻撃に回せる。敵の前線基地に近いという不利は、かえって敵の油断を招く……」

「完かん璧ぺきです、キムタークさま」

「だが、それらの理由付けも、あの圧倒的な美しさの前には無力だ」

　と、感極まったかのように嘆たん息そくするキムターク。

「ここで、死ねるなら──」

「不吉な……」

「なに」

　キムタークは慌あわてて打ち消した。

「ここで死ねるなら、カツヤもさぞや本望だろうと言いたかったのだ」

「はあ……」

「カッツ！　直ただちにカツヤ・タイラーに向け、果たし状を出せ!!　文面は任まかせる」

「はっ!!」

　カッツの瞳が、輝いた。彼の好きなキムタークが、やろうとしている。彼の動機は、それだけで充分だった。充分過ぎた。




「果たし状とは、またアナクロな……」

　自みずからのアナクロさ加減を棚に上げ、カツヤは笑った。

「それにしても、よりにもよって薔薇色星雲とはね」

「いったいキムタークは、何を考えているのでしょう？」

　有能だが万事合理主義者のハイフェッツ大佐にはわからない。

「あまりにも、我が惑星連合宇宙軍の前線基地に近過ぎる……。その気になれば、いくらでも有利な場所を選べたはずなのに──」

「そこがキムタークの、自信の為なせる業わざってやつかね」

　頰ほお杖づえを突きながら、カツヤ。指先で破れた学生帽をくるくると回す。

「絶対に勝つという自信と勝算があったればこそ、ここを選んだんだろう。それに、ここを指定されたら、俺たちはまず断れない」

「なるほど。これだけ我々に好条件の揃そろった宙域を指定され、なおかつ我々が断ったとあれば、尻込みしたと思われても仕方ありませんからな……」

「そういうことさ。ここで逃げたら、漢おとこが廃すたる」

「それにしても、やはり解げせませんな。我々が有利なことに、変わりはない……。何かこちらも知らない切り札を、握っているのか……」

「私、わかるような気がします」

　女の直観で口を挟はさんだのは、フランソワーズであった。

「理屈はともかく、この薔薇色星雲の美しさを見てください」

　そう言ってモニターに、その宙域の映像を出す。カツヤも、ハイフェッツでさえ一瞬息を吞のんだ。

「もし自分の死に場所を選べと言われれば、女なら誰でも、こういう場所で死にたいと思いますわ」

「キムタークの感性は、女並みってことかな……」

「あっ、そりゃマズいよ、大佐」

　ハイフェッツの言葉尻を、カツヤが捉とらえて言った。

「『女並み』ってそりゃあ、セクハラ発言だぞ。一般企業なら状況によっちゃ左さ遷せんだぞ。このこの、ハイフェッツのヲヤヂ、ヒューヒュー!!」

「はあ……」

「わかるわ……」

　だがフランソワーズには聞こえていない。

「そうなのよ。敵ながら素す敵てきな男性よね、ラヤ・キムターク……」

「そういうもんかね……」

　カツヤにはわからない。

「だがまあ、それもまたカッコいいってことはわかるぜ。俺には逆立ちしたって真ま似ねのできねえ生き方ではあるがよ」

「『死に方』かも知れませんよ」

　とハイフェッツ。

「この美意識は武士道……いや、騎士道に近いな」

「で、どうする？」

　とカツヤ。

「何があろうと、俺は受けて立つつもりだが……」

「逃げる訳にはいかんでしょう」

　ハイフェッツは苦笑しながら、

「ありとあらゆる可能性を考慮して、作戦を立ててみますよ」

「私も全力を上げて、サポートします」

　とフランソワーズ。

「それはいいけど、ちゃんと風ふ呂ろ入って、寝ろよ」

　とカツヤ。

「睡眠不足は、お肌の大敵だぞ」

「わかってます……」

　くすくすと笑う、フランソワーズ。

「今のはセクハラ発言にならんのですか？」

　訝いぶかるハイフェッツに、

「バカね」

　フランソワーズは言った。

「ヲヤヂが言えば、即セクハラ発言。番長が言えば、ただのセンスの悪いジョークよ」

「キムタークが言えば？」

　カツヤが尋ねると、

「うふふ……」

　フランソワーズは頰を赤らめ、はにかむように微笑ほほえみながら行ってしまった。

「不公平ですな」

「ああ、不公平だ」

　顔を見合わせるハイフェッツとカツヤ。

「キムタークは、やはり我々の敵だ」




「色々あって、すっかり忘れていたんだがな……」

　頭を搔かきながら、テツは言った。

「実はおまえを拾い上げる前に、やっぱり一人、怪け我が人にんを拾っていたんだわ」

「『泥亀』は実に色々な物を、拾い上げる船だな」

　とエド。

「ま、それが商売だからな」

　苦笑しつつ、テツ。

「戦場になった後の宙域が、俺たちスクラップ業者にとって格かつ好こうの稼ぎ場所だってのは、わかるだろ」

「色々な残ざん骸がいが、漂ただよっているからな」

「そう。おまけに希少金属レアメタルや特殊合金なんて高く売れる物が多い。うまくすると、ほとんど無傷の機体や、最新鋭の基盤が転がっていたりするんだ。流れ弾だまに当たる危険を冒おかしてでも、漁あさるだけの価値はあるわな」

「拾うのは、残骸だけじゃないだろ」

「ああ……。死体も多いよ。だがな、そうやって見つけた死体は、ちゃんと手厚く葬ほうむっているんだぜ。見て見ぬふりをする業者も多い中で、俺たちはまだ良心的な方さ」

「単に崇たたりが怖いだけじゃないのか？」

「それもあるかな、やっぱり……。だが、ごくごく稀まれに、まだ生きてる奴を拾うこともある。大たい抵ていはすぐに死んじまうもんなんだが、そいつはしぶとく生き残りやがってなあ……。あれだけの全身火傷やけどを負いながら、大したもんさ。もっとも、まだ寝たきりだが──」

「よく棄すてられなかったもんだ、このどうしようもない船で……」

「やっぱり寝覚めが悪いからな。ようやくどうにか、喋しやべれるようになったそうだ」

「で、そいつをなんで、俺に会わせる？」

「それが驚いたことにそいつ、おまえの名前を知っていやがった」

「え──!?」

「俺も驚いたぜ。ま、会ってみろ」

　病室のドアが開く。

「こっちだ……」

　そこに全身を包帯でぐるぐる巻きにされた、男──男だろう、たぶん──が横たわっていた。エドの姿を認めると、彼は苦労して粗末なベッドから半身を起こした。

「……エド……」

　片方の目だけが、包帯の下から辛かろうじて覗のぞいている。左腕は付つけ根ねからなかった。

「安心しろ。今の医学なら義眼と義手を付ければ、元通りになる」

　テツが慰なぐさめるように言った。

「日常生活になら、何の支障もない。すぐに治してやるよ。もっとも、眼と義手を都つ合ごうよく、ゴミの中から見付け出せたらの話だがな」

「君は誰だ？」

　エドは尋ねた。

「以前の写真でもあると、助かるんだが──」

「写真は……入信した時にすべて処分した……」

　かすれた、蚊かの鳴くような声で彼は言った。辛うじて聞き取れる程度だ。

「俺の声に覚えはないか……。もっとも、この声ではわからんか……。声帯も、ひどくやられてしまったようだ。生きているだけで、奇跡なのだがな……」

「ブラック・セラフィムの信者か」

　と、エド。テツを振り向く。

「どこで拾った？」

「変形してボコボコになった、脱出カプセルの中だ」

　とテツ。

「こいつは自爆したつもりだったんだが、どこかに未練があったんだろうな。無意識のうちにその寸前、脱出レバーを引いていやがったらしい」

「いい生き恥だ……」

　と、彼は言った。

「ブラック・セラフィム屈くつ指しの戦闘機乗りと呼ばれた、この俺がなあ……」

「キヨシ!!」

　エドは思わず叫んでいた。

「キヨシ・サナギか、おまえ!?」

「そうらしい……」

　キヨシの目が潤うるんだ。

「カイやシンから、よくおまえのことは聞かされていたよ」

「俺もだ」

　とエド。

「君のことは、シンから聞いている。噂うわさも聞いた。宇宙軍随ずい一いちの撃墜王エース、サンシロー・サカイ中尉と互ご角かくの勝負をしたんだって」

「こっちが始終、優勢だったよ。仕留め損なっただけさ」

「サカイ中尉にも言い分はあるだろうが……それにしてもいい腕だ」

「いい腕だった……よ」

　そう言って自分の左肩を見る。

「リターンマッチは不可能になっちまった。そのくせ生き残るなんてなあ……」

「いい義手を造る軍医を知ってる。ちょいと酔いどれで年だが、腕は最高だよ。元通りに操そう縦じゆうできるようになるさ。それに、サカイ中尉の父上も、有名な義足パイロットだ。その義足を造った軍医だから、間ま違ちがいない」

「義手と義足とでは、要求される精巧さがまるで違う」

　力なく、キヨシは言った。

「俺はもう……」

「弱よわ音ねを吐くなよ。それでもブラック・セラフィムの信者か。奇跡を信じろ！」

「もはや俺には、奇跡が必要なレベルなのさ……。どのみち教団には戻れない。まだあればの話だが……」

「安心しろ。彼らはなかなかしぶとい。三大幹部を葬られて、かえって組織は活性化しているくらいだ」

「キムタークがセラフになったのか……」

「ああ」

「なら、しばらくは大だい丈じよう夫ぶだな」

　キヨシはいくらか安あん堵どしたような表情で、

「カイとシンの二人は、元気だろうか？」

　と天てん井じようを見上げて言った。それだけが気き掛がかりであるらしい。

「カイは元気だ」

　と、エドは微笑んで言った。

「ちょっと顔に火傷やけどを負ったが、それでかえって渋味が増したくらいだ。元気が余って、そのうち俺を殺しに来るだろう。俺がここにいるのを知れば、この船にまで来るくらい元気だ。そうなれば君にも会えるだろう」

「よかった……。シンは？」

「シンは──」

　エドの眉まゆが曇った。

「シン・カトリは、生きてはいると思う……」

「何かあったのか？」

「マチコ……マリアの逃とう亡ぼうを手助けして、一いつ緒しよに逃げた。その後、マリアは俺の仲間が保護したが、シンだけはブラック・セラフィムに捕とらえられた」

「そうか……」

　大きくため息をつくキヨシ。

「なら、彼は生きちゃいないな」

「どうしてそう決め付ける」

「裏切り者を生かしておくはずがない。そのことは、逃亡信者の捕ほ獲かくを専門の仕事にしていた俺が、いちばんよく知っている……。殺される前の拷ごう問もんが、軽かったことを祈るのみだ」

「しかし、キムタークがセラフ……事実上教団のトップになって、体制が変わったんだぞ。生きているかもわからんじゃないか」

「キムタークならなおのこと、シンを生かしておくはずがない」

　キヨシは言った。

「キムタークは、甘い漢おとこと言われることを何よりも嫌う」

「確かにそう考えるだろう。彼なら……」

　キムタークの性格を、エドはなまじな信者などよりよく知っているつもりだ。

「だが、彼は、それでもシンを『浄化』しないかも知れない」

「何を根拠に……」

「根拠？」

　エドはニヤッと笑い、そして言った。

「根拠なら、ある。今俺が、ここにこうして生きている。それが充分過ぎるほどの根拠だ。キムタークは、偽装信者で、しかもジャスティ・ウエキ・タイラーの孫であることを知って、なおかつ俺を助けようとした……」

「そうなのか……」

　キヨシの目が、驚きに見開かれた。

「そうなのか、エド!?」

「噓うそを言っても仕方がない。ま、半分は運だが、だからシンにもまだ希望はある」

「それはどうかな……。キムタークも事実上教団のトップになって、信者を統率する立場だ。今までのように私情は挟はさめない……」

「泣いて馬ば謖しよくを斬きる、か……」

「そういうことだ。それに、もしキムタークがシンを助けようとしても、他の幹部は黙ってはいまい。イノセントあたりが、独断でさっさと処刑してしまうかも知れない……」

「どうしてそう悲観的にばかり考える？　シンはおまえの親友じゃないか。そうだろう」

「親友だからこそ、憂うれえるのだ」

　キヨシの目──それが今の彼にとってのすべての表情──は切実だった。涙さえ浮かべていた。

「彼はマリアの逃亡を幇ほう助じよしたのだぞ」

「実際のところは、彼女が無理やりにシンに協力させたらしいぞ」

　マリア──マチコがエドに会いたい一心からそういう行動に出たのである以上、エドにも責任の一環はある。いや、エドこそ諸悪の根元と言うべきか。

「事実はそうでも、教団はそうは見ない。シンがマリアをそそのかしたことにされてしまう。いや、シンが逃亡のために、マリアを盾たてにしたという解釈すら成り立ってしまうのだ。教団で生活したおまえなら、わかるだろう」

「それはそうだが……」

「シンを生かしておくことは、教団の鉄の戒律に罅ひびを入れることに他ほかならない。そうなれば逃亡信者は後を絶たんだろう。見せしめの意味からも、キムタークがシンを生かしておくことは絶対にない」

「そうかも知れないが……」

　と、エドは言った。

「俺は、希望を捨てないつもりだ。君も捨てるな」

「気楽に言うな」

　キヨシはむしろ憤ふん慨がいした。

「それがどれほど残酷なことか、わかるか。おまえはまだいい。五体満足で、マリアも無事でいる。だが俺は──」

　不意にキヨシは弱気になった。

「いっそ、あの時死ねばよかった……」

「残酷を承知で、言わせてもらうぞ」

　エドは強い語気で言った。

「生きていてよかったと思える明日が、きっと来る！　俺だって、そう思えるまでには長い旅路が必要だった。いや、まだ旅路の真っ最中だ」

「うう……」

　キヨシは粗末な毛布に顔を埋め、さめざめと泣き始めた。

「ううう……」




「気分はどうだね、裏切り者」

　重い石の扉とびらが開く。

「キムターク……」

　シン・カトリは顔を上げた。

「あなたが、わざわざ……」

　窶やつれが目立つが、その瞳の輝きは失われてはいない。

「ああ、わざわざ来たよ」

　と微笑むキムターク。

　いつも影のように付き従うカッツ・モリガンもいない。彼一人だ。

「なにしろ君は、いまや教団の最重要人物だからね」

「皮肉ですか」

　力なく微笑みを返すシン。

「いよいよ僕の処刑が、決まったようですね」

「ああ、そうだ」

　頷うなずくキムターク。

「で、いつですか？　僕の処刑……」

　もはや自分の命に未練はない。マリアを逃がすことができた、それもエドとごくごく親しい者たちの手に無事、無傷で彼女を委ゆだねることができたという満足感に、彼の心はそれなりに満ち足りていた。

「おとといだ」

　とキムターク。

「え？」

　一瞬、呆あつ気けに取られるシン。

「からかわないでください」

「からかってなどいない」
















　真顔で言う、キムターク。

「君は一昨日、教団始まって以来の裏切り者として、既すでに処刑された。極刑をもってな」

「そういうことですか……」

「そういうことだ」

　微笑むキムターク。

「病死した信者の中から、君によく似た年格好の者を見付けるのに苦労したよ。君は既に、この世にはいないことになっている」

「で、その幽霊に何をしろと……」

「私の影として、働いてもらう」

「影武者ですか」

「そうだ」

　頷く。

「今、私には一人でも多くの影武者が必要だ。幸いにして君は、身長も私と同じくらいだし、歳としも近い。それに君は断れない」

「そうですね……」

　と、シン。

「教団のために何かをするのはまっぴらだけど、個人的にはあなたを尊敬している。あなたのためなら、働きましょう」

「さすがに命が、惜おしくなったか。ここに運ばれて来た時は、いつ死んでもいいという表か情おをしていたがな……」

「捨てた命も、一度拾えばね」

　シンは言った。

「カツヤと一戦交まじえるのですか？」

「そうだ。いずれは殪たおさねばならん宿敵だ」

「手て強ごわいですよ」

「知っている。数パーセントの可能性ながら、斃たおれるのは私の方かも知れない。だからこそ、君にこうして頭を下げている」

　キムタークは言葉だけでなく、本当に頭を下げてみせた。

「力を貸して欲しい。シン・カトリ……」

「何もそこまで……」

「やってくれるか」

「やるしかないでしょう」

「君とカツヤとは、まんざら知らぬ仲でもないと聞いているが……」

「関係ないですね」

　シンは言った。

「今はあなたの方がずっと好きですよ、セラフ・キムターク。あなたは寛かん大だいな教祖になれるでしょう。偉大なる、ヤーヴェの正統なる後継者に──」

「社父辞令はいい」

　キムタークは冷徹に言った。

「君が無能なら、こうまで回りくどいやり方をしてまで生かしてはおかなかった。お世せ辞じは無用だ。ただ全力を尽くしてくれればよい」

「わかりました。ひとつ訊きいていいですか？」

「なんだ」

「僕の身代わりに処刑された信者は、どうやって『殺され』ました？」

「火か刑けいだ」

　と、表情はそのままにキムターク。

「磔はりつけのうえに、火ひ炙あぶりだ。それも、すぐには死なないように装うために、わざと薪まきを遠めに積んで、じわじわと燻いぶり『殺した』よ」

　人間の燻くん製せいだ。

「まあ君を演じた死体は何も言わなかったが、生きていればあれはさぞかし、苦しかったことだろうな」

「その処刑は、皆で見たんですか？」

「主だった幹部は大たい抵てい見た」

「笑っている奴は、いましたか？」

「いた」

「ゴロン・イノセントでしょう」

「よくわかるな」

「ええ、まあ……」

　含むところのある表情で、シンは嗤わらってみせた。

「カッツはどうでした？」

「意外に神しん妙みような顔をしていたぞ。自分が捕つかまえたということもあったろうな」

「捕まってやったんです」

　初めてシンは、白い歯を見せて朗ほがらかに笑ってみせた。やはり芸能人と宗教信者は歯が命である。

「わかりました。文字通り『死んだ気になって』微力を尽くしましょう」

「頼む……」

　キムタークはもう一度頭を下げ、去り際にわざと、足元に何かを落とした。

　紙切れに包んだ、牢ろうの鍵かぎであった。

「その紙に、脱出の手て筈はずが書いてある。ここを脱出した後のこともな」

　わざとそっけなく、キムタークは言った。

「読んで頭に焼き付けたら、蠟ろう燭そくで燃やしてしまえ」

「わかりました」

「言っておくが、君がその顔で捕まれば、私とてただでは済まんのだぞ。処刑されたはずの人間が、ウロウロしていてはな」

「わかっています。もう二度とドジは踏みません。マリアを逃がした時のようにうまく、立ち回ってみせますよ」

「私に対してもマリアに負けない、忠誠を期待していいだろうか……」

「して欲しいですね。マリアからは実質的に何の見返りもないけど、それでも僕はやりましたからね。そこへいくとあなたは、既に僕に命をくれました。命懸けでやらなきゃ、僕の漢おとこが廃すたりますよ」

「別に君にそれを期待してはいないよ。ただ、うまく、囮おとりを演じてくれさえすれば──」

　これでカツヤの命タマは『取れる』。

　キムタークはそう確信し、そして抑おさえようとしても自然と笑いが込み上げてくるのだった。










　第三章　援軍はどうしますか




「そう、ここはとても居い心ごこ地ちのいいところですわ。皆さん親切で、本当に優しくしてくださいます。私も、初めて会うのにまるで、ずっと昔から知っている人たちに囲まれているようで、心が安らぎます。でも、でも、だからこそ、私は怖いのです。今のこの安らぎが、本当のこととは思えないのです。明日、目覚めれば夢のように淡く消え去ってしまうのではないかと……。もちろん、そんなことはないのですけれど、でも、どこか今の恵まれ過ぎた状況を、本当のこととは思えなくて──」

「その気持ちは、わかりますよ」

　と、ケンは言った。

「あなたの不安は、とてもよく……。でも、彼はきっと、あなたのその不安を綺き麗れいに拭ぬぐい去ってくれるのでしょうね。彼でなければ、駄目なのでしょうが……」

「そう思います。私も──」

　マチコは頷うなずく。

「でも、だからこそかえって、彼に会ってしまうのが怖いのです」

「おかしなものよね」

　微笑ほほえんだのは、ノリカである。

「あなたはまさに、そのエドに会うためにあの怖～い教団本部を抜け出してきたくせに、いまさらそのエドに会うのが怖いだなんて……。ま、わかるけどさ」

「自分でも不思議なのです」

　とマチコは言う。

「あの時、どうしてああいう大だい胆たんな行動に出られたのか、今となってはわかりません。私は本当に、エドを愛しているのでしょうか？」

「気のせいじゃと、思うぞ」

　まぜっ返したのは、ロージーことローゼリア妃ひ殿でん下か。彼女はこの恋のライバルにいたく興味を示し、さしたる用もないのに公務をほっぽり出してまで、毎日のようにマチコの顔を見に来るのである。むろん、そこにはただならぬ敵意と牽けん制せいの意とが秘められている（まあロージー自身は、マチコに対する敵てき愾がい心しんを少しも『秘める』つもりはないようであるが……）。

「気の迷いじゃ。錯さつ覚かくじゃ。恋に恋しておるだけじゃ。そちが愛しておるのはエド本人ではなく、エドの虚像に過ぎぬ。夢はいつか醒さめる。早くに身を引いた方が身の為ためじゃぞ」

「殿下……」

　困ったような表か情おで冷汗を拭ふくケン。

「それではあまりに、実も蓋ふたもない……」

「よいのです」

　マチコは微笑んだ。

「ローゼリア妃殿下の申される通りなのかも知れません。否定はしません。私が妃殿下のお立場であったとすれば、やはりそう思うことでしょう」

「よい子ぶる芝居だけは一流じゃな。マチコとやら」

「殿下……」

　焦あせるケン。端はたで聞いている方が、胃が痛くなりそうだ。

「マチコよ。そちはエドと正味、どれくらい一いつ緒しよにいた？」

「ここ十数年間では、正味五分足らずです」

　と、マチコは臆おくせず正直に答えた。

「あの雷かみなりの夜、テラスで──」

「それだけか？」

　ロージーにしてみれば、拍子抜けするような相手であった。

「では、幼い頃はどうじゃ。それ、エドがいつも申しておる、幼い頃の運命的出会いとやらじゃ。それはどれくらいじゃ？」

「はい」

　頷くマチコ。

「なにぶんにも幼少の砌みぎり故ゆえ、正確には申せませぬ。記憶も、前後関係も曖あい昧まいで、ただ想い出のみ強烈で新鮮で──」

「前置きはよい！」

　ロージーは、焦じれた。この相手と闘たたかうことは、彼女には忍耐の要いることであった。持って生まれた生き方のペースがそもそも違う。

「包み隠さず申せ。エドと過ごした共通の時間の総計を。概算でよい!!」

　あくまでもラアルゴン皇族らしく、高たか飛び車しやに迫る。そういう時の彼女は、若い頃の母を彷ほう彿ふつとさせる。頭も悪くなく、語ご彙いが貧困というのでもないのだが、使われる表現があまりにも庶民感情から乖かい離りしているのである。

「はい」

　こちらはあくまで淡々と、答えるマチコ。対照的である。

「正味、三週間といったところではないでしょうか……」

「それだけ？」

「はい」

「本当に、それだけなのか？」

「はい。私が両親をリガの惨さん劇げきで喪うしない、叔お父じ夫婦の家に身を寄せていた先でエドと出会い、再び祖父に引き取られるまでの時間を計算してみると、どう考えても一か月より長かったということはありえません。ですが、その三週間はまるで一年、いえ、もっと長かったようにも思えるのです。その三週間こそが、私のこれまでの半生の中で紛まぎれもなく最も光り輝いていた時間であり、私はその三週間を心の支えにして、これまでの十四年間を生きていくことができたのですから──」

「能書きはよい」

　ロージーは無情にも遮さえぎった。

「では、エドとそちが一緒にいた時間はその三週間プラス、一年前の五分間だけなのだな」

　念を押すように、何度も尋ねる。

「はい」

「しかと、そうじゃな」

「はい。仰おおせの通りです」

「ふ、ふふ……。ふはははは……」

　ロージーのバックには『勝った！』という文字が一面、さながらスクリーンセーバーのようにスクロールした。

「なあんだ。焦ったではないか。勝負にならぬわ」

　心底、安あん堵どしたと言っても過言ではあるまい。

「三週間プラス、五分間。それだけで、恋の勝利者のような顔をされてはたまらぬ」

　おかしくてしかたがないとでも言いたげに、殊こと更さら大おお袈げ裟さに笑ってみせる。

「因ちなみに、余は──」

　ここからがロージーの、華はな々ばなしい『戦歴』の披ひ露ろうであった。

「最低でも毎年まるまる一か月は、エドと一緒に過ごしたぞ。ビシュラムの保養地でな。しかも、同じ御ご用よう邸ていのひとつ屋根の下じゃ。長い年には二月近く、文字通り寝食を共にしたのじゃ」

　若じやつ干かんの誇張・脚色はあるが、ほぼ真実に近い。

「そればかりではない、ごくごく幼い頃じゃが、湯船も一緒に使ったのじゃ。同どう衾きんしたこともある」

「三歳までね……」

　と、注釈するノリカ。

「因みに、あたしら全員、雑ざ魚こ寝ね状態……」

「ブラック・セラフィムの、信者の合宿のようなものですか？」

「う～ん、ちょっと違う……」

「でも、状況としては近いかも……」

　とケン。

「いずれにせよ、ほとんど家族のようなものであったのじゃ」

「ああ、そうだったのですか」

　今度はマチコが安堵する番であった。

「納なつ得とくしました、殿下」

「何を納得したのじゃ？」

　マチコに顔を近付け、詰め寄るロージー。

「何をどう、納得したと申すか!?　苦しゅうない、申してみよ」

「近過ぎたのです、妃殿下」
















　マチコは凜りんとした涼しい瞳ひとみでロージーから視線を逸そらすことなく、言った。

「あなたはエドに、あまりにも……」

「それがどうした」

　なお一段と、マチコに詰め寄るロージー。

「それがどうしたと申すのじゃ!?　近いが悪いか？　それにしてもそちは少々、遠過ぎたようじゃのう。諺ことわざにも言うではないか。『遠い親戚より近くの他人』と──。余はエドにとって、近くて親戚も同然の仲。遠くの他人にどうこう言われる筋合はないわ！」

「はい。もちろんです殿下……」

　微笑みを絶やさず、なお言うマチコ。

「でも、どちらを選ぶかは、エドに任まかせたく存じます。答は……畏おそれながらもう決まっておるかと存じます」

「やるなあ……」

　と、ケンが思わず呟つぶやいた。

「マチコがここまで言う女ひ性とだったとは……」

「伊だ達てに教団で揉もまれてないってことね」

　ロージーを憚はばかり、小声で囁ささやくように耳打ちするノリカ。

「あのローゼリア妃殿下を相手に回して、ここまで真っ向勝負できる女性だったとはね。あたしもかなり性格過激な方だけど、この子には負けるわ」

「ノリカがそう言う……」

　微笑むケン。

「なら本物だ」

「初対面から、あ、筋金入ってるなとは思ってたけどね。負けてないわ。あたしってば、エドから話だけ聞いてた頃は、けっこうマチコに対して反感持ってたんだわ。どうせ全身から、これ見よがしに『守ってあげたいオーラ』を発しているタイプの、超父性本能くすぐり女を想像してたんだけど、噂うわさに反して行動力あるし、物静かな中にも一本芯しんが通ってるしね。それがあの妃殿下を向こうに回して、一歩も退ひかずでしょ。こりゃけっこう好感度高いかも……。小こ姑じゆうととしても、認めてあげてもいいかなって……。でも、本日たった今ここで、確信したわ。全面的にバックアップしてあげよ」

「それはいいことだ。けど、彼女は援軍なんか、必要としているとも思えないな。今までたった独ひとりで、これ以上はない逆境に耐えてきたんだ。だからエドとの純愛を、あそこまで培つちかえたのさ」

「とにかくあたしは、マチコのシンパに回ったから……」

「不愉快じゃ！」

　ロージーは、キレた。地位と権力で勝てない相手に遭遇した時の対処を、まだまだ彼女は母親のように学習から体得してはいない。かつてのユリコに対するアザリンのような鷹おう揚ようさを期待するのは、さすがに無理というものだろうか──。

「帰る!!」

「これに懲こりずに、またどうぞ～」

　ハンカチを振りつつ微笑むノリカ。

「いや～、やるじゃんマチコ」

　マチコの背中を、ドンと叩たたいた。

「ますますあんたが、好きになりそうよ。くくく……。ひさびさにスカッとしたね。ひょっとして薄情なエドより、あなたのことを愛してるかも──。あ、因みにあたしも、あんたと一緒にいる時間の長さではエドを抜いたわねって、関係ないか……」

「私──」

　と、微笑みを崩くずさずマチコは言った。

「あの妃殿下が、好きです……」

「わからないなあ……。なんで？」

「リアリティーがあるんです」

　マチコは言った。

「あの正直なところに、好感すら抱いだけるのです。何な故ぜって、今私を包んでいるフワフワした状況の中で、あのお方の正直な反感は、唯ゆい一いつリアルなものに感じるのですもの。幻まぼろしのような好意の中では、直接手に触れられる明確な敵意くらい、ホッとさせてくれるものはありませんわ」

「なるほどねえ……」

　頷くケン。

「それもまた、一理ある」

「苦労したんだねえ、あんたも……」

　こんどはハンカチを目め頭がしらに押し当て、よよよと感かん涙るいしてみせるノリカ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。どんな逆風からだって、お姉さんが守ってあげるからね……」

「なに学芸会やってるんだ」

　そこへひょっと顔を出したのは、カツヤである。

「おや、番長。今日は遅かったね」

　微笑むケン。

「おかげでいちばんいいところを見み逃のがしたよ」

「今ロージーが、凄すごい勢いで飛び出して行ったけど、それか……」

　と合が点てんするカツヤ。

「なんか怖くて声もかけられなかったぞ。ノリカ、大たい概がいにしとけよ」

「どうしてあたしが、怒られるのよッ!?」

「だってよ──」

　部屋の中を一いち望ぼうして、カツヤは言った。

「この部屋に、殿下を泣かせられるような奴は、おめえしかいねえだろ」

「窓からバンジージャンプしたい？　お兄さま……」

　抑おさえた口調で、指をポキポキと鳴らすノリカ。

「いや……遠慮しとく」

　因みに、このホテルの最上階にスィートルームは地上二百メートルにある。

「俺、マチコの顔見に来ただけだから──」

「あんたも用もないのに、よう来る人やの～」

　呆あきれるノリカ。

「そうさ」

　とケン。

「マチコの天使のような笑顔を見るだけで、元気になるんだ。毎日でも見たいさ。エドが何でそうしないのか、理解に苦しむところだね」

「結局……」

　ノリカは肩を竦すくめ、首を振った。

「男って、なあんにもわかっちゃいないんだよね。女ってものが──」

「でも、嬉うれしいですわ」

　と、微笑むマチコ。彼女は相手によっては、いつでも無理なく天使そのものの女性をいくらでも演じることができるのであった。少なくともカツヤよりは、ずっと役者が上である。

「カツヤさんの頭上に、いつも勝利の天使の微笑みがありますように──」

「そうも言ってられませんよ」

　苦笑するカツヤ。

「今度の俺の相手……聞いていますよね」

「キムタークですね」

「あなたの婚約者候補の、一人だったんでしょう」

「はい。でも、今は何でもありません」

「そんな悪い奴でも、ないみたいだし……」

「彼は素す晴ばらしい若者です。才能にも容姿にも恵まれています。おそらくブラック・セラフィムの幹部にならなくとも、どんな世界にいても頭とう角かくを現していたことでしょう。ですが、勝負ばかりは時の運です。どちらが勝つかを望むかと問われれば、今の私は躊ちゆう躇ちよなくカツヤさん。あなたが勝つことを祈りますわ」

「そりゃ、どうも……」

　カツヤはばつが悪そうに、その庇ひさしがボロボロになった学生帽を脱いだ。

「なるべく殺さないようにします。それが難むずかしいくらいに、実力伯はく仲ちゆうした相手だということはわかっているんですが──」

「あなたが死なないことを、最優先してください」

　マチコは言った。

「一人でも欠けると、私の大好きな無責任カルテットが、悲しいことになってしまいます」

　今ではマチコは、エドだけではなく無責任カルテットの四人をなべて愛いとしく感じるようになっていた。あまつさえ会った時間のトータルでは、エドがいちばん短いのである。

「カツヤさん、ノリカさん、そしてケン……。三人を見ていると、エドという男ひ性とがよくわかるような気がします。あなた方と一緒にいるだけで、私はエドと一緒にいるのと同じことなのです。だから、寂さびしくありません」

「今ではあんたが、奇特な女ひ性とに思える……」

　カツヤは言った。

「まったくエドみたいな薄はく情じよう者もののスットコドッコイに、どうしてあんたみたいな女性が惹ひかれるんだろうな。理解に苦しむよ。俺がエドなら、迷わず、今ここに飛んで来て──」

「エドを責めないでください」

　マチコは言った。

「あの人の愛は、きっと一段、高いところにあるのです」

「そうかしら……」

　首を傾かしげるマチコ。

「俺は認めんぞ」

　とカツヤ。

「もしかして三段くらい、低いところにあったりして……」

　ケンまでが言う。

　マチコは噴き出した。

「エドがエドに、なった理わ由けが、最近ようやくわかりました。皆さんのおかげです。ありがとう……」




「マチコめ。余に恥をかかせるとは、赦ゆるさぬぞ……」

　涙顔になったロージーが、駐車場に待たせておいた超豪華エアカーの助手席に駆け込み、乱暴にドアを閉める。

　バンッ

　という、閉まる音だけでも豪華なクルマだ。単に豪華というだけでなく、最高のＶＩＰを乗せる専用車だけあって、軍のＭＢＴ（主力戦車）と正面衝突しても負けないだけの装甲を有している。

「どうなさいました、殿下？」

　運転席にいた若者がロージーのただならぬ様よう子すに気付き、驚いたように振り向く。

「その……気丈な殿下が……お涙を……」

「泣いてなど、おらぬわ。ただ今年の花粉症は、なかなかに厳しいのう」

「殿下……今は花粉の季節ではございませぬ」

　無ぶ粋すいを承知で若者──デ・ルシオ・ドム──は言った。

「いったい誰に……」

「誰でもない」

　と、ロージーはさすがに皇こう女じよの風格で、

「余にこれ以上恥をかかせる気か……」

　と言った。

「しかし、ラアルゴンの皇女、それも次期皇帝の皇こう太たい女じよに涙を流させるなど、到とう底てい看かん過かできませぬ」

　律りち義ぎさでは父親に譲らぬデ・ルシオは、察しがよい。おまけに先回りし過ぎる性格ときている。

「あのマチコとかいう女ですな」

「違う……と言っても、おまえは信じぬであろうな」

「馬ば鹿か正直が取とり柄えの無粋者故ゆえ……」

「最近ますます、父親に似て来たぞ」

「とにかく、出過ぎたことかも知れませぬが、談だん判ぱんして参まいります」

　デ・ルシオはエアカーのドアを開けた。

「妃殿下は今しばし、ここでお待ちを──」

「あまりマチコを責めるなよ。余にも確かに、悪いところはあったのじゃ……」

「事実関係を、はっきりさせるだけです」

　と、デ・ルシオ。

「お笑いくださいませ。曖あい昧まいなものを曖昧なままにはしておけぬ性分なのです」

「わかっておるわ」

　助手席で、顔を伏せたままロージーは言った。

「すぐに戻ります」

　自分でも予想以上の剣幕で、デ・ルシオは最上階への直通エレベーターに乗った。階段があればむしろ徒歩で行きたかったところだ。今の彼には、苦にもならなかったであろう。気力はそれほど充実していたし、主君を恥かしめられた怒りはそれに勝まさった。

　嵐のように、ドアをノックする。

「よう」

　にやにやしながらドアを開けたのは、カツヤである。

「何がおかしい」

「そろそろおまえさんが、飛んで来る頃ころ合あいだと思ってな……」

「何な故ぜわかる」

「おまえの性格は、実に計算し易やすい」

　とカツヤ。

「ロージー殿下の涙を見て、おまえがここに来るまで、エレベーターの待ち時間を入れて五分と三十秒。プラスマイナス二十秒の誤差範囲内に、ピッタリ収おさまったぜ」

「デ・ルシオ・ドムも舐なめられたものだな……」

「そうカッカするな。人工受精児」

「────」

「あ、気にしていたのか……。ゴメン」

「今はそれより、妃殿下のことで来た」

「俺が悪いんじゃないぞぉ」

「いや。おまえが全すべて悪い。そういうことにしておけ。それで八方丸く治おさまる」

「どういう基準だ」

「どちら様？」

　マチコが尋ねた。

「ロージーの従者だ」

　とカツヤ。

「従者ではない!!」

　と、デ・ルシオは強く否定した。

「今は臨時で、エスコート役を買って出ているだけだ」

「そう、親おや父じの命令でな。こいつんとこ、父子揃そろって皇帝家の連中には逆らえないの」

「そこまで言うか!?」

　カツヤの言うことがあまりにも図ず星ぼしだったので、デ・ルシオの怒りは頂点に達した。

「貴き様さま、俺という援軍が要らんらしいな」

「援軍？　何のことだ？」

「俺の加勢なしで、キムタークに勝てると思っているのか!?」

「ああ、その話か……」

　カツヤはわざとおどけて、

「そんなもの、端はなからあてにはしてねえぜ」

　と言った。

「それより、おまえがここに来たのは、マチコに用があったんじゃねえのか？」

「そうであった……」

　マントを翻ひるがえし、デ・ルシオ。その所しよ作さのひとつひとつが、あまりにもその父親に似ている。

「おまえなあ……。もうちょっと自分のオリジナルってものを出せよ」

　他人ながらついつい口出ししたくなるカツヤ。性分である。

「そんなことだから、父親のクローンじゃないかって疑われるんだぜ」

「クローンではない！　人工受精児だ!!」

「似たようなもんだ。カリカリすんなよ、試験管ベイベエ」

「大きなお世話だ。オリジナリティー出せといってもただ闇やみ雲くもに、親と違った路線を打ち出せばいいというものでもあるまい」

　そう言って、カツヤの格かつ好こうを上から下までじろじろと見る。

「その趣味、どうにかならんのか？」

「大きなお世話でい!!」

　そう言って、長ランの裏地を見せる。そこには三個の勲くん章しようが燦さん然ぜんと光り輝く。ブラック・セラフィムの三大幹部を討うち取った証あかしなのだ。

「まあまあ、おやめになって……」

　マチコが席を立ち、デ・ルシオに挨あい拶さつした。

「もとはと言えば、私のせいです。先程は失礼致しました。マチコ・バッハ・カヤマです」

「あ──」

　一瞬、デ・ルシオは虚きよを突かれた。

「私もついつい、ムキになってしまって……。ローゼリア妃殿下には、くれぐれもとお伝え下さいませ」

　綺き麗れいな角度で辞じ儀ぎをした。

　その瞬間に、デ・ルシオのマチコに対する憤慨は、雲うん散さん霧む消しようしてしまった。ここへ来たそもそもの目的そのものが、なくなってしまったと言っていい。

「いや、それは……我が主君にも若じやく輩はい故ゆえ、至らぬところが──」

「認めんなよ」

　くすくす笑うカツヤ。

「やかましい！　貴様に言われとうはない!!」

　叫んでおいてから慌あわてて、マチコに向き直る。

「あ、失礼を……。このうつけ者のせいで、ついつい柄にもなく大声を……」

「柄にもなくだってよ」

　カツヤの笑いは止まらない。

「つい馬ば脚きやくを現しての間ま違ちがいだろ」

「貴ッ様～!!」

　マチコもつられて、ついつい笑う。

「あ、これはこれは……初めまして。ローゼリア妃殿下の侍じ従じゆうの、デ・ルシオ・ドムです」

「侍従だってよ。自みずから認めてやんの」

「え～い！　貴様は黙だまっとれ!!　あ、これは重ねがさねも御ご無ぶ礼れいをば……」

「まあ。では、あのル・バラバ・ドム提てい督とくの……」

「息子です。人工受精児ですが……」

「凜り々りしいお方」

「そ、そうですか……」

　ぽっと頰ほおを紅あからめるデ・ルシオ。

「恐縮です……」

「あ、紅くなった紅くなった」

　思わず茶化してしまうカツヤ。これほど面おも白しろい見世物はちょっとない。

「こいつ、やっぱり父親に似て、晩生おくてだな」

「次に遭あったら、斬きる……」

　デ・ルシオの握った拳こぶしが、小刻みにぷるぷると震えた。

「あなたに、武運がありますように……」

　両手を合わせ、祈るマチコ。

「あ、勿もつ体たいない……」

「いや～、デ・ルシオくんも見せてくれますなあ……」

　と囃はやしたてるカツヤ。

「単なる堅かた物ぶつと思っていたけど、まさかこれほどのキャラクターとは思いませんでしたよ」

「おのれカツヤ!!」

　いまやデ・ルシオの怒りはカツヤ一人に向けられていた。

「金こん輪りん際ざい、宇宙がなくなっても、貴様には味方せんからな!!」

　そう言い棄すてて、踵きびすを返したが、去り際、マチコにだけは、

「お気持ちは、ありがたく……」

　と挨拶を忘れないところは、さすがに誇り高きラアルゴン貴族である。
















「あらら、行っちゃったわ」

　とノリカ。

「いいの、兄あに貴き？」

「デ・ルシオ・ドム提督の艦隊なしでキムタークと戦うのは、ちょっとしんどいかもな」

　とケン。

「いいんだよ」

　カツヤは余裕綽しやく々しやくである。

「おまえらはまだ、あいつの性格がわかってな～い」

「どういう性格だい？」

「あいつは、ほっといてもいいとこで現れて、勝手に見せ場をさらっていくんだよ。究極の目立ちたがり、自己演出の天才なんだから──」

「なあるほど……」

「そういうものかしらね」

　さすがは赤色巨星番長カツヤ。たった一度、共同戦線を張っただけで、デ・ルシオの耽たん溺でき的な性格を見抜いている。

「あいつが考えているのはつまるところ、『どうやったら自分がいちばん目立てるか』という、それだけだから──」

「だんだんそんな気がしてきた……」

「ほっといても、こちらがピンチになれば助けてくれるさ。かえって、下へ手たに動かれるよりも楽だ。こっちとしても、その方がやり易い。頭を下げて協力を依頼するより、得策ってもんよ」

「さすがはカツヤだな」

　と感心するケン。

「考えていないようで、しっかり操そう縦じゆうしている」

「ま、人徳かな……」

「何が人徳じゃ。要はデ・ルシオに頭を下げたくなかっただけでしょ」

　さすがにノリカは見抜いている。

「図星だ、我が妹よ」

　カツヤは笑って言った。

「どうしておまえは、男に産まれなかったのか？」

「決まってるでしょ」

　と、ノリカはこともなげに言った。

「女の方が断然、楽しいからよ」




「あれがマチコか……」

　下りのエレベーターの中で、デ・ルシオは彼女の微笑みを頭の中でリプレイしていた。

「可か憐れんだ……。花のように──」




「もし、妃殿下……」

　デ・ルシオのいない間、誰かがエアカーの窓をコツコツと叩たたいた。

「誰じゃ!?」

　思わず誰すい何かするロージー。

「何なに奴やつじゃ」

「怪あやしい者です……」

　いきなり開き直られては、それ以上突っ込めない。

　清掃員の作業服を着た、若者である。手にモップとバケツを持っている（この時代になっても、モップとバケツは清掃作業の基本である）。しかしその格好とは裏腹に、なかなか端正な貌かおをしていた。頰に火傷やけどの跡があったが、それで些いささかも損なわれる容よう貌ぼうではない。

「ほう。怪しい者とな……」

　基本的に美形は無条件で信じてしまうロージーは、エアカーの窓を開けた。

「で、その怪しい者が余をローゼリア・ド・エル・クラン・ライクン＝フジと知っていかなる狼ろう籍ぜきじゃ」

「別に狼籍には及びませぬ」

　きわめて冷静な口調で、若者──カイ・マサヒコ──は言った。その冷静さも、ロージーのお眼鏡めがねに適かなった。

「妃殿下はマリ……マチコがお嫌いでしょう」

「うむ」

　頷くロージー。

「そうじゃな。できればこの銀河から、消えてもらいたいものじゃ。でもまあ、それはあまりであろうから、そうじゃな……。エドとは結ばれぬということだけで、勘かん弁べんしてやってもよい」

「それこそ──」

　カイの願うところでもあった。

「マチコをエドから、引き離してしまいましょう」

「できるのか？」

「簡単なことです」

　北ほく叟そ笑えむカイ。

「妃殿下さえその御お手てを、ほんの少し煩わずらわせてくだされるのなら、後は諸しよ事じ万ばん端たん、この私めが手て筈はず通りに運びます故ゆえ……。あなたの恋敵がたきは、本ほん懐かいを遂とげることなくエドの前から消えますぞ。魔法のように──」

　ただし──、

　カイの標的は、あくまでもエドであってマチコではない。

　それだけをロージーに気け取どられないように、カイは懸命の演技を続けた。

『エド、今度こそてめえは終わりだ！』

　と、彼は叫びたくなる衝しよう動どうを辛かろうじて抑おさえた。

『おまえのいちばん大たい切せつなものを、俺が奪ってやるよ!!』










　第四章　老後のこと、考えてますか




「どうにもこうにも、退屈だね。退屈で退屈でたまらん」

　老ジャスティ・ウエキ・タイラーは、無ぶ聊りようを託かこつ以外に時間を消費する術すべを奪われ、まるで『老人のように』倦うんでいた。喜き寿じゆを過ぎても、彼自身の感覚では自分は未いまだ『中年』どころか『壮年』なのであるから、それも仕方がない。

「嘴くちばしの黄色い連中に任まかせて、自分は何もしないということが、こんなにも苦痛だとは思わなかった。ああ、こうしてじっとしていたくない……。このままでは、身も心も、老いてしまいそうだ」

「あなたはもう少し、老いた方がいいのです」

　と、糟そう糠こうの妻であるユリコに窘たしなめられる始末。

「あなたはもう引いん退たいしたのですから……。あまつさえ、公おおやけにはまだ死んでいることになっているのですよ」

「死人だって本当は動きたい」

　とタイラー。

「動けるものならね。いや、考えようによっては、死人こそ動きたいものなんだ」

「ゾンビか、親おや父じ」

　と娘のキサラ。

「歩き回る生ける屍リビング・デツドになるなら、せめて日が暮れてからにしたら？　明るいうちから出歩かれちゃ、迷惑ってもんだよ」

「リビング・デッドと言うよりは、ダイイング・ヘルシー（死んでる健康体）だな。今の儂わしの置かれた状況は……」

「こんな時でもウケを狙ねらうんだな、あんたは」

「おまえこそ、よくこんなところでじっとしていられるな、キサラ」

　突っ込むタイラー。

「おまえだって主役を張ったことがあるならわかるだろう。リタイア組の辛つらさ惨みじめさが」

「あたしは親父と違って、いったん主役を降りたらジタバタしないことが美学だと思ってる」

「どうやらそこだけは、相あい容いれんようだな、親子でも──」

「だからって、死人が動き回る正当な理由にゃなんないよ。あたしだって気が付いたら四十過ぎてたんだ。相応ってもんじゃない」

「おまえ、エドのこと気にならんのか？」

「そりゃ、気になるよ」

　と、ソファでペディキュアを塗りながらキサラ。その脇にはライオンほどもあるアフガンハウンドが寝そべっている。

「一応、母子だからね」

「だったら──」

「信じてんのよ」

　とキサラ。

「エドなら、ま、大きく道を踏み外はずすようなことはないんじゃない？　あたしの子だしね。あんたの孫だし……」

「そりゃそうだが……」

「餌えさの取り方や処世術は、それこそ物心付く前から叩たたき込んであるんだ。あとはもう、任せるしかないでしょ。自分の人生だし……。生きてることさえ確かなら、あたしがのこのこ出て行ったって見苦しいだけだ」

「とてもそこまでは、達観できんな」

「ふふ……。どうやらそこだけは親父に勝ったね」

　キサラにはそれが妙みように嬉うれしかったりする。

「とにかくもうじきあたしも姑しゆうとめとやらになるんだし、収おさまるところに収まってなきゃ……」

「おまえの口からその言葉を聞くとは、意外を通り越して心外だよ」

「なんの！　せいぜい嫌いやな姑になろうと思ってます。ねちねちやっからね、ねちねち」

「ま、その、手加減してあげなさい。相手はカヤマの孫娘だ」

「感慨無量ですわね」

　と、ユリコがトレイに乗せたフルーツコンポートを運んで来た。

「あのカヤマさんの、孫娘がもう……。しかもそれが、初孫のお嫁さんですものねえ……」

「まったくだ」

　と、パパイヤやメロンを無視していきなり半月切りの西瓜すいかにかぶりつくタイラー老。一口齧かじると、縁側から盛大に種を飛ばす。

「だからあ!!」

　と、キサラが抗議した。

「いい加減にそれ、やめてくんない」

「誰がやめるか。三つ子の魂たましい百までじゃ!!」

「それに──」

　天てん井じようを見上げるキサラ。そこには某ぼう惑星国家の首席から贈られたクリスタルのシャンデリアが下がっていた。天井までの高さは並みの家屋の五倍は優にあろうか。

「この部屋に縁側なんて、似合わないこと夥おびただしいわ」

「老人の夢を奪うな！」

　とタイラー。

「儂わしゃ、この縁側で陽ひを浴びながら死ぬんじゃ」

「都つ合ごうのいい時だけ、年寄りのフリすんな!!」

「マチコさんには、もう会ったの？」

　ユリコがキサラに尋ねる。

「うんにゃ」

　首を振るキサラ。

「エドが『これが僕の選んだ人です』って、連れて来るまでは会わないことにしてる。それが礼儀ってもんでしょ」

「遠慮するなんて、ププププッ、おまえらしくないぞ」

　と、種を機関銃のように吐き出しながらタイラー。

「遠慮してるんじゃない」

　反はん駁ばくするキサラ。

「誰が遠慮なんかするか。あたしゃこれでも、密ひそかにその日を楽しみにしていたりするんだ」

「キサラも人並みに、姑か……」

「しみじみ言うな、しみじみッ!!」

「いや、この性格ではおまえは生しよう涯がい独身かと気を揉もんでいた頃もあってな。それを考えると……」

「だから、しみじみすなッ！」

「まったく、世の中には物好きな人もいるもんだと思ったよ。それも二人も……」

「今さらディックのこと、引き合いに出す？　それを言うなら、マチコさんてのも相当、奇特な女ひ性とだよね」

「もうじき死にそうな……」

「それは危き篤とく!!」

「カヤマはマジで、危篤らしい……」

　タイラーには、そっちの方がむしろ気になる。

「ああ、じっとしていたくない……」

「また話を、強ごう引いんにそっち方面に持っていこうとする」

「でも、母さんもキサラには負けたわね」

　とユリコが言った。

「先にあなたの方が、姑になるなんて──」

「カツヤもそのうち、いい子を連れて来るんじゃない？」

「そうかしら……。番長ごっこで忙いそがしいみたいだし……」

　母親の目から見れば、銀河を揺るがす一大決戦も『番長ごっこ』の一ひと言ことで片付けられてしまうものらしい。

「でも、どんなにいい子を連れて来たところで、カツヤの趣味じゃ知れてるわね。マチコさんにはとても及びそうにないわ」

「あ～ら。そんなの大したことないわ」

　一笑に付すキサラである。

「マチコさんだって、今の若い娘こですもの。穴だらけに決まってるわ。あたしゃね、せいぜいケチを付けてやるんだ。箸はしの上げ下ろしから、部屋の掃除の仕方まで、事細かに教育してやろうと思ってる。それが今から楽しみで楽しみで、くふふふふっ!!」

「おまえがマチコさんに何を教えられる!?」

　呆あきれ果てるタイラー。

「なるほど軍事方面は儂に似て天才的だが、家事能力はゼロのおまえに……」

「あ～ら、お父さま……。あたくしだって最近は、まんざら捨てたものでもございませんのよ。ちゃあんと宅の主人に、家事の手て解ほどきを受けましてよ。おわかりあそばせ？」

「どうでもいいがその口調、似合わないからやめなさい」

「実際シゲチヨは、家事の天才だね。男にしておくのは惜おしいよ」

「困ったことだ……」

　肩を竦すくめる、タイラー老。

「エドにはそんな両親の血が、程よくブレンドされている訳わけだが、はてさて、どっちに転ぶか……」

「悪い方に百万ギガタイラス!!」

　間かん髪はつを入れず、叫ぶキサラ。

「おまえはそれでも母親かね？」

「はい。正真正銘の母親でございます」

「だったらどうしてそうと決め付ける？」

「だって、エドはあたしよりも、シゲチヨ似だからね」

「それはルックスに関してだろう？」

「中身もけっこう、脆ぜい弱じやくだよ。父親に比べると百万倍くらい強きよう靭じんとはいえ、到とう底ていタイラー家の標準には及ばないね。ま、もっとも、だからこそ婦女子には適度にモテる」

　キサラの人間観察眼は相変わらずなかなか鋭するどい。

「カツヤはどうだろう？」

　とタイラー。

「あれはタイラー家の悪い血を、煮詰めていった結果だね」

　と一刀両断、斬って捨てるキサラである。

「ヤマモト家の血で薄めたエドとは対照的さ。しかも、自分じゃ大いに勘違いしているところが救いようないよ。きっと本人は、若い頃の父さんに似ていると思っているんだろうね」

「似ているところも、ある」

　とタイラー。目が優しい。

「部分的には、勝っている。若い頃の儂は、あそこまで確信犯ではなかった……。ヤマモトくんというブレーキ役がいたし──」

「今のカツヤの幕ばく僚りよう連中は、反対にけしかける奴ばっかりだもんね」

「それはそれでいいのかも知れんよ。順当に伸びていけば、カツヤはきっと儂すらも越える逸いつ材ざいになる」

「エドはどうなの？」

　とキサラ。

「エドはこのまま、たった一人の女のために振り回されて終わって、それでいいっていう訳？」

「そこまでは言っていない。しかし、そういう生き方もありだろう」

「あたしにゃ、理解できなくはないまでも物足りないね。女一人と、宇宙と、等価なんてね」

「等価たり得ることもある。どちらも漢おとこの生き方の両極端だ。自分の直系の子孫二人が、それぞれ対極の生き方を、しかも同時にやっている。父親として祖父として、これは気分がいい……」

「あんたはね」

　とキサラ。

「わが子に持つなら、絶対カツヤだ。カツヤとエドが逆なら、よかったのに……」

「そこまで言うのは、エドに気の毒よ」

　ユリコが言った。

「見ている分にはカツヤでも、夫にするなら、断然エドでしょう？」

「そりゃね」

　と、キサラ。

「若い頃にエドみたいなのと出会ってたら、あたしもマチコさんみたいな生き方ができたかも……。羨うらやましいとは思わないけどね。それだって、シゲチヨに較くらべりゃ数段マシよね。エドは家事も仕事も、適度にこなしてくれそうだし、女房の誕生日や結婚記念日はまめに覚えていてくれるだろうし……」

「旦だん那なを耐久消費財と勘違いしとらんか？」

「してないしてない」

　と笑うキサラ。

「シゲチヨには、耐久性、ないから」

「だからそういう問題ではなくて──」

「自分でも忘れてる誕生日や結婚記念日を思い出させてくれる道具としちゃ、便利だね」

「なにかとてつもない、不幸があるような……」

「いいのいいの。それでけっこう、シゲチヨって幸せ感じてる奴だから……」

「必ずしもそうとは言い切れんような気も……。ところで、ケンはどうだ？」

「浮気の相手としちゃ、最高かもね」

　とキサラ。

「後腐れなく、一夜限りの愛に身を委ゆだねられそうじゃん。金あるしい……」

「そうねえ……」

　頷うなずくユリコ。

「あれは食指、動くわよねえ」

「おまえまで、何てことを。年とし甲が斐いもなく……」

「言ってみただけ言ってみただけ。結婚相手としては、さすがに考えますわ」

「考えんでいい!!」

「ケンは確かに魅力的だけど、家柄に負けてないかっていうと、ちょっとね……。色々としきたりがうるさそう」

「一度はその父親と式を挙あげかけるところまでいった者の台詞せりふとは、とても思えんな」

「あはは……。そんなこともあったっけか。ま、あれはもう時効だから──」

「みんな意外としっかり、覚えてるわよ」

　とユリコ。

「もしノリカとケンが結婚することにでもなったら、招待状にどう書けばいいのかしら？」

「『今度は中止しません』とでも書くさ」

　こともなげにタイラー。

「それがポシャったら？」

「次があればあったで『三度目の正直です』と書けばいい」

「なるほど！」

　ポンと手を叩くキサラ。

「その手があったか!!」

「納なつ得とくせんでいい……」

　どうやら死ぬほどの退屈も、いくらかは紛まぎらわされたようである。

「それにしてもカツヤは、決戦の前に顔くらい見せればいいのに──」

　ユリコが言う。

「勝つつもりなんだろう」

　とタイラー。

「だから来ないのさ。うっかり顔でも見せて、それが最後でしたよりかはずっといい」

「そうでしょうけど……」

「軍人の妻なら、それくらいは忍びなさい」

「妻としては、忍びました」

　とユリコは言う。

「それはそれで楽しくもあり、充実しておりましたわ。でも、軍人の母という立場には、とても安住できそうにありません……。あの子が士官学校に入る時は、だから最後まで反対したのですわ」

「あたしの時は、反対もしなかったくせに!!」

　むくれるキサラ。

「おまえは女だし、あの頃は平和だったから、まさか最前線にまでは出て行かないだろうと……」

「だからカツヤが士官学校を中退した時も、怒らなかったのね」

「むしろほっとしたのよ。でも、まさかこんな時が来ようとは──」

「カツヤもタイラー家の直系だ。試練の時が来るのはわかっていた」

　タイラーは言った。柄にもなく真顔である。

「かなりいい形で迎えた方だろう。母親なら、笑顔で送ってやれ」

「それはそうでしょうけど……」

「エドも直系だぞ」

　とキサラ。

「あいつにも、カツヤみたいな試練の時が来るってえの？」

「もう来ているではないか」

　とタイラー。

「エドの試練は、ある意味カツヤのよりも大きいぞ。それをわかってやれなくてどうする」

「わかってるさ」

　とキサラ。

「あたしも一応、母親だからね。笑顔の準備はしてあるよ」




「ふ～む……」

　作戦宙域の立体地図を前に、カツヤはボサボサに伸びた頭を搔かき乱した。

「どうしても、最後の詰めってやつがなあ……。九く分ぶ九く厘りん勝っても、最後の最後でひっくり返されそうだ」

「九分九厘じゃ、駄目ですの」

　紅茶を運んで来たフランソワーズがそっと差し出しながら尋ねる。

「キムタークは九分九厘九毛もうで逆転してみせる漢おとこだ」

　と一口啜すすってカツヤ。

「せめて、九分九厘九毛九糸し九忽こつ九微び九繊せん九沙しや九塵じん九埃あいまでは詰めないと……」

「そこまで──」

「俺も威勢のいいことは言うけどね……」

　とカツヤ。

「これでも士官学校で、戦略の基礎とやらは学んでるんだ。戦いってやつは、始まる前の作戦の段階でだいたい勝敗から戦死者の数まで決まってるもんなんだ」

「釈しや迦かに説法ですわ」

　とフランソワーズ。

「私、これでも優秀な成績で出ているんですよ、士官学校。抹まつ籍せき放校処分のあなたとは違って……」

「そうでした」

「ま、その私を同期の出世頭にしてくださったのは間違いなく番長でしたけど……。でも、番長もちゃあんと考えるところは考えているんですね」

「そういうことだ」

　もう一口啜る。

「まあまあだな……」

「今までで私が淹いれた中では、最高のお茶のつもりですけど──」

　フランソワーズとしては、カツヤの評価は不本意なものだった。

「あ、悪ぃ！　決して不ま味ずいわけじゃない。ただし、較くらべる相手が悪かった。俺はいつも、お袋の淹れてくれた茶を飲んで育ったから……」

「不幸ですね」

　わざとつっけんどんに、フランソワーズは言った。

「じゃあ普通のお茶なんか、とても飲めたものじゃないでしょ」

「実はそうなんだ……」

　とカツヤ。

「その中では君は、非常に頑がん張ばっている方だと思うよ……。悪いが今はこれ以上フォローしている余裕がない。申し訳ない。こんな時の俺を励はげますつもりなら、これからはお茶よりも夜食の方が効率的かも知れんぞ。そっちの方はそれこそカップラーメンでも、俺は喜んで喰くうからな。そっち方面の味覚は鈍感なんだ」

「覚えておきます」

「君はいい秘書になれるよ」

「既にいい秘書のつもりでおります。僭せん越えつながら──」

　それ以上になりたいのだ。

「ひとつ訊きいていいですか？」

「ああ」

「番長は考えていないようで実は考えていらっしゃる。それはあたかも、優雅に水面を浮かんでいるかに見える白鳥が、実はその脚は必死に水を搔かいているかのように……」

「俺の場合はどっちかっつーと、泥沼でもがくカモだけどな」

「では番長がいつも見せる豪快なポーズ、あれは演技ですの？　部下を動揺させないための」

「う～ん。そうとは限らない」

　と、カツヤは大きく伸びをしながら言った。

「あれはあれで楽しいんだ。むしろあれこそ俺の地じゃないの？」

「よかった……」

　微笑ほほえむフランソワーズ。

「それだけ確認したかったんです。番長はずっと、今の番長でいてくださいね」

「そのつもり。ところでフランソワーズ」

「はい？」

「今はお茶淹れ、お袋に及ばないからって悲観することねえぞ。一応、及第点ではあるんだからよ。一生かけて、上達すればいいや」

「まあ、酷ひどい！」

　フランソワーズはむくれた。

「一生私を、お茶汲みとしてこき使うおつもりですの」

「そう、おつもり」

　カツヤは歯を見せて、

「この決戦が終わったら、俺の家に来い」

　カツヤとしては、頑がん張ばった方である。

「お茶汲みの師匠に、会わせてやるよ。ついでにその旦那の、元大統領にも紹介してやる」

「ま、及第点かな」

　とフランソワーズ。

「あなたにも、一生かけて勉強して欲しいことは山ほどあるわ」

　ＯＫサインだった。

「宜よろしく、カツヤ」




「親おや父じ、カツヤから電報だ」

　とキサラ。

「やっぱり親父の言うことは正しかったね。カツヤは戦いが終わったら、顔見せるってよ。その時、誰か一人、一緒に連れて来るから必ず両親揃って迎えろって勝手なことをほざいてるよ」

　部屋のドアを開けた。

「ったく、何考えてるんだか……。できれば一族、勢揃いさせたいんじゃないの？　勝手だよな～。生意気にもこのあたしを差し置いて指さし図ずしよっうってか……。親父、どこ隠れてんだよ」

　ソファ、ベッド、ついでにトイレの中。縁側、どこにもいない。

「親父……」

　ベッドのシーツを剝はぐ、既に冷たかった。

「普通に起きたのよね」

　縁台には、お茶と齧かじりかけの煎せん餅べいが自然に置かれている。つい今しがたまでそこでお茶を飲んでいた様子だ。

「親父、隠れてるならすぐに顔見せろよ。カツヤが嫁、連れてくるぞ。よかったな。早けりゃ来年にも、二人目の孫、それも内うち孫まごだぞ」

　愛用の、縁ふちの欠けた湯吞みを手に取る。こちらはまだ暖かい。

「十分と経たっちゃねえな……。それにしても……」

　口笛を吹く。あのライオンほどもあるアフガンハウンドが、のっそりと現れた。

「見張ってろって言ったろ。シゲチヨより役立たずだな、シゲツー」

　そう言って、蹴け飛ばす。哀れな亭主以下と言われたシゲツーは、うなだれた。口の回りに煎餅の食べ滓かすが付着しているのを、見過ごすキサラではない。

「この野郎！　煎餅くらいで釣られやがって──!!　てめえにゃいつも、たっぷりと餌与えてるだろが!?　残ざん飯ぱんだけど……」

「どうしたの？」

　そこへ現れるユリコ。

「どっちから話そう？」

　とキサラ。

「いい話題と、悪い話題……」

「悪い方から」

　とユリコ。

「カツヤが嫁を連れて来る。戦いが終わったら──」

「あら、そう」

　軽くいなすユリコ。

「じゃ、いい方は？」

「親父が逃げた。ちょっと目を離した隙すきに……」

「そのようね」

　取り乱すどころか平然と受け止めるユリコ。余裕である。

「遅かった方よ。もっと早く逃げ出すつもりなら、隙はいくらでもあったんですもの。きっと、あれでさんざん、迷ったのよ。でもようやく決めたみたいね」

「どうする？　追わせようか？」

　シゲツーの他にも、追跡用の犬は一ダースばかりいるのである。ついでに、犬以上に忠実で有能な人間も──。

「行かせてあげなさい」

　とユリコ。

「最後のチャンスなんだから……」

「親父はまだまだ、長生きする肚はらでいるぞ」

「そうじゃなくて……」

「あの人はまだまだ先が長くても、もう長くない人に会いに行ったのよ」

　ユリコには、亭主の行き先までわかっていた。

「は、カツヤよ、おまえも大変だな……」

　キサラは何な故ぜか弟に同情したくなった。

「こういう姑が相手だぞ。ここまですぐになれとは言わないまでも、半はん端ぱなの、連れて来んじゃねえぞ。先の先まで、考えてくれる相手でねえと、タイラー家の嫁は務まらねえんだ。なんせ、そう遠くない将来にはとんでもねえ行動力と権力とを兼ね備えて、広い銀河のそれこそ何ど処こへ出しゆつ没ぼつするかわかんねえ、宇宙一のボケ老人の世話まで焼かなきゃなんねえんだからな……」










　第五章　眠れない夜はありますか




「カッツよ。こうしていると思い出すな。あの頃は、二人でよくこうして内ない緒しよ話をしたものだった」

「はい、キムタークさま」

　頷うなずくカッツ・モリガン。

「二人だけで、住んでいる街からどれだけ遠くまで歩いて行けるか試したこともありました」

「そうだった」

　キムタークは微笑ほほえんで、

「あの時は、リニアトレインの駅にして二つ分も歩いたのだったな……」

　しみじみ言った。

「よくもまあ、あんな無む謀ぼうで無駄な冒険をやったものだ。帰り道はやたら遠かったのを覚えているぞ」

「私には、甘美な想い出でしかなかったのですが──」

「それはそうだろう」

　キムタークは笑って言った。

「行きはともかく、帰路では、おまえはほとんど私の背中におぶさっていたのだからな」

「そうでした」

「しかも、大半は眠っていた。人が痛む足を引き摺ずって、これほど苦しんでいる背中ですやすやと眠っているおまえに、俺は殺意すら覚えたのだぞ」

「そうだったのですか……」

「だが安心しろ。俺におまえが、殺せるはずもない」

「そうでしょう」

「こいつめ、いけしゃあしゃあと！」

　カッツの頭を軽く小突くキムターク。事実上、ブラック・セラフィムの最高幹部とその副官という地位に就ついても、二人の関係はあの頃のままだ。

「しかし、陽は暮れるし、足は痛むで途と方ほうに暮れ、おまけに背中のおまえは重いという最悪の状態でありながら、あの時の俺は心のどこかでそんな状況を楽しんでもいた。いや、実際楽しかったことは事実だ。時の流れが、楽しさ以外の部分を洗い流したせいばかりではないぞ。あの時俺は、本当に心の底から楽しかったのだ」

「はい。私も……」

「二人、一緒だったからな」

「はい」

「ちょうど今も、そんな気持ちだ」

　カツヤとの決戦を目前に控え、キムタークはしみじみと語る。

「凡ぼん夫ぷどもの本を読めば、遠足の前の夜は眠れぬという……。我々にそんな甘ったるい想い出はないが、強しいて言えば、今の気分がそれに近いのかな。奇妙な昂こう揚よう感かんを覚えるのだ」

「私もです」

　とカッツ。

「ワクワクします。明日には、神に召されるかも知れぬというのに──」

「縁えん起ぎでもないことを言うな、カッツ」

　キムタークは笑って。

「おまえを一人では、逝いかせぬよ」

「私も死にたくはありません」

　カッツはきっぱりと言った。

「しかし、キムタークさまに一人で逝かれるよりは、百倍もましです」

「二人とも生き残るのは、その百億倍ばかり素す敵てきだ」

　そう言ってキムタークは飲みかけのワインの入ったゴブレットをテーブルの上に置き、くるりと鍵盤に向き直った。

　ピアノ、ではない。

　オルガン、それもパイプオルガンである。

　手鍵盤が三段、それに足鍵盤まである。どんな教会にあるよりも立りつ派ぱな、巨大なパイプオルガンであった。

　彼らの旗き艦かんである『ウリエル』のブリッジに、直接備え付けられているそのパイプオルガンで、キムタークはやおらバッハの『トッカータとフーガ・ニ短調』を弾ひき始めた。

　朗々たる、絢けん爛らんな音ね色いろである。奏者の腕もいい。

「さすがはキムタークさま……」

　うっとりとした表情で、カッツは言った。

「戦略家としての卓たく抜ばつした才ばかりか、ありとあらゆる芸に長たけていらっしゃる」

「器用貧乏なものでな」

　と自じ嘲ちよう気味にキムターク。

「ま、失業したら保育園の保ほ父ふさんにでもなるか」

「ブラック・セラフィム直営の、ですか？」

「ああ。お遊戯の伴奏くらいなら、務まるだろう」

「ご謙けん遜そんを……」

「おまえも何か弾け、カッツ」

「私は、『猫踏んじゃった』くらいしか弾けませんから……」

「あれは楽譜にすると、とてつもなく難しい曲なのだ」

　とキムターク。

「楽譜を見ないから弾けるのであって、楽譜を見ながらでは、なまじな音楽教育を受けた者ほど弾けぬ不思議な曲でな……。それが弾けるとは大したものだ」

「キムタークさまなら弾けます」

「手では弾けん、足ででも弾くか──」

　そう言ってキムタークは、足鍵盤で『猫踏んじゃった』を流麗に弾き始めた。手の『トッカータとフーガ』と、微妙なハーモニーになる。ちゃんと対位法に従っているところが大したものだ。

「カツヤの艦隊が、蹴け散ちらされる様さまが見えます」

　目を瞑とじ、カッツは言った。

「最高のＢＧＭです」

「戦争は平均律のように簡単にはいかない」

「なんの！　奴の旗艦が奴もろとも、吹き飛ぶのが見えます」

「簡単に言ってくれる……」

　キムタークは苦笑した。

「全長八十キロの戦艦を、どうやって吹き飛ばせというのだ。俺にもちょっと骨だぞ」

「キムタークさまに不可能はございません。それに密ひそかに入手した情報によれば、カツヤの乗る旗艦『常陸ひたち』は、ろくな機関も持たぬ、単なるハリボテとか──」

「それは知っている……」

　キムタークは爪つめを嚙かんだ。幼少の頃からの、癖だった。

「だが、それを上じよう手ずに使いこなすのが、カツヤ・タイラーという漢おとこだ」

「まさしく、得え難がたい敵ですな」

「そういうことだ。しかし、やはり最後には、俺が勝つ！」




「今の気持はどうです？」

　と、ハイフェッツ大佐がカツヤに尋ねた。

「うん」

　カッヤは微笑んで、

「引っ越しの前の日、ってとこかな」

　と言った。

「荷物を全すべて片付けて、部屋を整理して、あとは寝るだけという状態に似ている。やるべきことは全てやった……。奇妙な昂揚感ってやつだ」

「言い得て妙ですな」

「あの不思議なワクワクは、好きだな。でもって、引っ越す理由は大たい抵てい部屋が狭くなったからなんだが、荷物を整理してみると、狭かったはずの俺の部屋が実はこんなに広かったのかと、不思議な感慨に捕とらわれたりしてな……」

「私にも、覚えがあります。で、新しい部屋もすぐに狭くなってしまうのですよ」

「そういうことだ」

　カツヤは笑って頷く。弊へい衣い破は帽ぼうの番長が、ますます板に付いてきた。

「もうじき死ぬかも知れないってのに、こんなにワクワクするなんてな。まるで、遠足の前の日だ」

「ははは、いかにも番長らしいですな」

「大佐、君の子供の頃は、遠足のおやつの限度額はいくらまでだった？」

「遠足のおやつと言えば、三百ギガタイラスまでと、相場は決まっておりますが……」

「さすがにジェネレーションギャップだな。俺の頃は、五百ギガタイラスが相場だった」

「今じゃ高級チョコレート一枚、買えませんよ」

「俺の頃でも、普通に買えばチョコ一枚にクッキー一箱、それにせいぜいキャラメルかフーセンガムがせいぜいだった。ま、バナナは別枠だが──」

「選択に迷うところですな」

「まともにやればな……」

「抜け道はあるのですか？」

「俺が使った手は、教師連中の大だい顰ひん蹙しゆくを買ったが、仲間内では好評だったぞ」

「どんなんです？」

「知り合いに、ノベルティーグッズを専門に扱っている業者の息子がいてな。そいつの親おや父じの会社のチョコやクッキーは贈答用の高級アソートで、しかも非売品。つまり、いくら持って行っても値段はゼロ!!」

「そりゃ凄すごい！　超裏うら技わざだ!!」

「段ボール八箱、悪友どもに担かつがせて持ってった。女子の集まっているところで、それを派は手でに撒まいて、盛大に奪い合いをさせたな」

「番長は──」

　ハイフェッツはカツヤの顔を、まじまじと見た。

「今と、少しも変わってはいないのですな……」

「そういうことだ。だけどあれは、一度やれば充分だよ。だからこそ面おも白しろい。次の年からはな、おやつは一人三品までとなった」

「ははは、それはそうでしょう」

「そこで俺は──」

　まだ続きがあるらしい。

「次の年、直径三メートルのデコレーションケーキを焼かせたが、さすがに重くてこれは挫ざ折せつした」

「番長は常に相手の意表を突かれる」

　とハイフェッツ。

「絶句した教師連中の顔が浮かぶようです。キムタークも、同じ目に遭あうことでしょう」

「どっこい奴の頭はもう少し柔じゆう軟なんだよ。世間並みは三大幹部だけだろう。ま、色々と仕掛けは考えてあるんだがね。キムタークがニヤリとしてくれるといいんだが……」

「まるでそうなることを期待しているような口振りですな」

「彼の知的センスは、俺に近いと思うんだ。どこか通じるところもあるしな。宗教を別にすればの話だが──」

「確かに特定の宗教にハマったカツヤ番長の姿など、想像しづらいですからな」

「わからんよ」

　苦笑するカツヤ。

「『私を拝おがめばキャッシュで一億ギガタイラスあげましょう教』なんてのがあれば、俺はすぐにでも入信するんだが……」

「それより御自分が教祖になって始められたらどうです。可能でしょう？　番長の財力なら──」

「うーん。もうちょっと稼げるようになったら、税金対策で考えてみよう」

「ドップラーレーダーに反応……」

　フランソワーズ──ドレフュス中佐と言うべきか──が報告した。

「民間宇宙船一隻、ワープアウトします」

「遅かったな」

　とカツヤ。

「エドはもうちょっとパンクチュアルな奴だったんだが、長い放浪生活で適度なアバウトさを身に付けたようだな。結構なことだ……」

「それでも、座標は驚くほど正確ですわ」

　とフランソワーズ。

「民間の、それも廃棄物回収業者の船としては、大したものです。あの精度を出すには、よほど高額の計器類と、腕のいい船員がいなければ──」

「つまりエドはその両方を持っているって訳わけだ」

　と微笑むカツヤ。

「結構けっこう……」

「それにしては──」

　顔をしかめるハイフェッツ大佐。

「汚きたない船ですな……。仕方ないとはいえ、ここまで臭におってきそうだ」

　本当にハンカチで鼻と口を押さえた。

「ま、産業廃棄物処理船をペイントで、上面だけ綺き麗れいに糊こ塗とするような欺ぎ瞞まんに較くらべりゃはるかにマシさ。それにしてももうちょっと、化粧すりゃいいのにな……。確かに大佐の言う通りだ。こりゃ、予想以上に汚い……」

『泥どろ亀がめ』の外鈑は泥のパイを投げ付けた上から汚水を流したように汚く、しかも落書きだらけであった。まるで何かのオブジェのようにも見える。もっとも、こんな代しろ物ものを公園に飾った日には、『良識ある』市民の抗議行動によって三日と開けずに撤てつ去きよされるのは確実であろう。

「エドもそれなりに、世間に揉もまれているようだな」

「そこへいくと、番長は大たい切せつにされていますからな」

　とハイフェッツ。

「それこそ蝶よ花よと」

「温室育ちの番長と呼んでくれ」

「接舷します」

　と、フランソワーズ。

「よろしい、ですね？」

　念を押すようにカツヤを見た。

「本当に──」

「一応念のため……」

　と、ハイフェッツは上司に遠慮しながらも言った。

「エアロックには消毒液をＦ濃度で散さん布ぷしておけ」

「煮沸消毒したい気分ですわ……」

　フランソワーズは別に潔けつ癖ぺき症という訳ではない。もしそうならカツヤと結婚しようなどという発想は出てこないだろう。

「接舷……します……」

『常陸』と『泥亀』は、舷ふなべりを接した。エアロックを開くと同時に、濃密な消毒液にも負けぬ汚お臭しゆうが流れ込んで来る。

「エド～」

　カツヤ自みずから、真っ先に駆け込んでいる。

「この野郎！　元気だったか!?」

「どうにかね」

　と、枯れたいい笑顔でエド。

「この野郎！　暫しばらく見ねえうちに逞たくましくなりやがって!!」

「カツヤも……」

「笑っていいぞ、このセンス」

「カツヤらしい」

　微笑む。

「今日はいい物を、持って来たよ」

「いい物って、何だ？」

「俺が手塩にかけた、エンジンだ」

　と、横からテツがしゃしゃり出た。

「おまえがタイラーの倅せがれか？」

「おまえは？」

　見上げる。

「ティン・テツ。通称分解炉のテツ。あのティン・シュンの息子だ」

　エドが紹介した。

「『泥亀』のオーナーで、ついでに僕の命の恩人……」

「銀河の大恩人にもなるぞ」

　とテツ。

「今日はエドがどうしてもと言うのでな、嫌いやいやながらおまえの顔を見に来た」

『自分から来た』と、その顔に書いてある。

「エドが世話になったそうだな」

「なんの。俺もエドには世話になった」

　凄すごい力で握手する。カツヤは一瞬手が砕けるかと思った。

「痛えぞ。馬ば鹿か力ぢから」

「まだまだこんなもんじゃねえ。俺が本気で握ったら、お前の手は今頃、手の形をしていない」

「できればウサギの形にして貰もらいてえな。俺はウサギ型の林りん檎ごが弁当に入っていると、その日は妙に楽しくなるんだ」

　フーハーと、手に息を吐きかけながらカツヤ。

「覚えておこう」

「じゃ、早さつ速そくプレゼントやらを拝見しようかな」

「ゆっくり見ている時間はねえ」

　とテツ。

「そっちの整備員と作業員を全部貸せ。手の空あいているその他の部署の連中も。こっちも動ける奴は全部出す。今から『泥亀』の心臓を、『常陸』に載のせ換えるんだ。もちろん俺も陣頭指揮する」

「間に合うかい？」

「今からやって、総出でも足りないくらいだ。しかし、やるしかねえだろ」

「ありがてえ！」

　カツヤは渾こん身しんの力を込めた握手を、テツに返した。

「感謝するぜ!!」

「感謝ならエドにしな」

　とテツ。

「俺を本気にさせたのは、エドだ」

「わかった」

　エドに向け、ウインクするカツヤ。

「早速やるかあ!!」

「それからな」

　と、ニヤッと笑ってテツは言った。

「俺も弁当は好きだ。特にタコの形をしたウインナーが入っていると、その日一日はハッピーな気分になる。ウインナーは高級なのは駄だ目めだ。魚肉ソーセージに限る」

「覚えておこう」

「あの……」

　フランソワーズが申し出た。

「私も……。何か、お手伝いできることは──？」

「じゃあ大至急、俺とテツの分の弁当を作ってくれ。体の大きさに見合ったやつ」

「わかりました」

　はきはきと頷くフランソワーズ。

「それから──」

「タコウインナーとウサギの林檎ですね。わかってます……」

「頼む」

「へえ、あの女ひ性とが……」

　エドが興味深そうにフランソワーズを見送る。

「いい線いってるだろ。マチコにゃ負けるけどな」

「よくカツヤなんかでＯＫしたね」

「中身で勝負よ！」

「外見はともかく、センスは最低って自覚はあるんだ……」

「この野郎!!」

　笑いながらカツヤはエドの首を絞しめた。

　小さい頃のエドは、この三歳年上の叔お父じにどうしても勝てなかった。今でもそうだ。単に腕力だけならエドが上かも知れないが、カツヤには一種風格が身に付きつつある。

「俺は昔から、おまえのそういうこまっしゃくれたところが大嫌いだった！」

「僕もだよ」

　微笑みながらエド。

「僕もカツヤの、そういうがさつでアバウトなところが大嫌いだ!!」

「お前の秘密を、知っているぞ！」

　とカツヤ。

「ランドセルの中で、給食のパンを黴かびさせたろ！」

「そういう必殺武器は、マチコとの結婚式まで取っておくべきじゃないのか？」

「なんの！　最終兵器は他にもある。あれとかあれとか、ナニとかな」

「僕だってカツヤの秘密を握っているもんね。足が臭くさいとか、もしもバラされたら報復に、やっぱり結婚式でバラしちゃうもんね！」

「お互い、カードの見せ合いをしておくべきだな……」

　と、手を緩ゆるめてカツヤ。

「どれとどれが相そう殺さい可能で、棒引きした後にどの手札が使えるか……」

　お互い、カードが多過ぎる。

「柄にもなく結婚しようなんて考えるから、そういうことになる」

　テツが笑った。

「その点俺は、生涯独身と決めているから痛くも痒かゆくもない。生活態度を急に改める必要もないから、気が楽だ」

「エンジンと結婚したメカフェチに言われたくはないね」

　とエド。

「なんだとこの野郎!!」

　今度はテツがエドの首を絞める。

「ははは、やめろってば……やめ……」

　二秒でエドは落ちた。

「できる……」

　と、横目で見ながらカツヤ。

「いずれあんたとは、格闘技王者決定戦の必要がありそうだな……」

「エドもなかなかだが、俺には及ばなかった。しかしおまえもなかなか遣つかえそうだな。さっきの技わざは、年季が入ってたぜ」

「伊だ達てに番は張ってねえ」

「俺も熊殺しのテツと言われた漢おとこだぜ」

「おんどれの惑ほ星しにゃ、動物愛護協会はおらんかったらしいの」

　ノリが昭和四十年代の番長マンガしてきた。

「まあいい。今は一刻も早いエンジンの換装が先決だ」

「いずれ決着は付ける」

「その前に、キムタークとかに負けんじゃねえぞ」

「負けねえよ」

　とカツヤ。

「見ず知らずのおまえに、こうして高価なエンジンまで貰って、その上に負けたりしちゃ、カッコ悪くてお天てん道とうさまの下を歩けねえだろが」

「くれてやるのではない。一時的に貸すだけだ」

　テツは言った。

「それに、単に高価なのでもない。値段の付けようがないのだ。たとえ惑星百個買えるくらいの金を積まれたとしても、売る気はない」
















「千個なら？」

「ちょっと考えるかな。まともに払う奴はいないだろう。ま、それくらい大切なものだ」

「なるほど。大事に使わせて貰うぜ」

「負けるなよ。傷付けたりしたら、承知せんぞ」

「わかってる。たとえ死んでも、エンジンだけは無傷で返す」

「いや、返さなくていい」

「どういうことだ？」

「実を言うと、『泥亀』ではこのエンジンのパワーを活いかし切れない。『常陸』は奇跡のように、このエンジンにマッチングした船体だ。互いに本領を発はつ揮きできるのは、この組み合わせだけだ。エドから聞いて、直感的にそう思った」

「まさか『常陸』の船体を付けて返せとか言い出さねえだろうな」

「できればそうしたい」

　テツは笑って言った。

「だが無理な相談だろう。そこで、妥だ協きよう案あんだが──」

「聞こう」

「エンジンとこみで、俺と俺の部下連中を雇やとってくれ」

「丸抱えでか？」

「そうだ」

「今エンジンを買うと、分解炉のテツと、そのろくでなしの手下どもがもれなく付いてくるってか。普通は捨てるぞ。エンジンだけ貰って」

「俺でなければ、あのエンジンは扱えない」

「大きく出たな」

「何しろ、あいつはとんでもねえじゃじゃ馬でな。調整した俺自身でないと、到とう底てい使いこなせねえんだ」

「そんなとこだろうと思った」

　カツヤも番長である。そこは器量で、

「わかった。まとめて面めん倒どうみよう」

　と笑いながら頷いた。

「その代わり、給料は大して出ねえぞ。三食昼寝付きってとこか」

「あと、酒」

「オーケー。どうせおまえは、あのエンジンに触れていられりゃ幸せなんだろ」

「ああ。あいつがフルパワーを発揮するところを、この目で見てみてえ」

「わかった。おい、エド、起きろ！」

　まだ失神しているエドに、活かつを入れる。一発で蘇そ生せいした。

「おまえが寝てる間に、商談成立だ」

「乱暴だな。僕はこれでも主役だぞ」

「主役はそういうもんなんだよ。さあ、これから突貫作業になるから、おまえも手伝え！」

　明るい槌つち音おとが響き渡り、『常陸』の伽が藍らん堂どうだった巨大なエンジンルームは活気に満ち溢あふれた。




「キムタークにばかり、いい想いはさせん」

　このところすっかり影の薄いゴロン・イノセントは虎こ視し眈たん々たん、その機会を窺うかがっていた。かつてはキムタークよりも上の階級ステージであり、次期ヤーヴェの筆頭候補と言われた彼である。些いささかナルシストの気味があるとはいえ、能力的にはキムタークと較べても、そう遜そん色しよくがある訳ではない。否いな、本人はキムタークなど比較にならぬ器だと、固く信じていた（そこに彼の不幸もあったのだが）。

『キムタークがヤーヴェになれば、俺はその下げ僕ぼくか。面白くない……。いや、到底耐えられぬ。いっそカツヤが勝てばよい』

　口にこそ出さぬが、そう思っている。

「しかし、俺は表立っては動けぬ。それに、カツヤがキムタークを破るのはよいが、そのために教団の基盤そのものが危あやうくなっては何の意味もない。私が受け継ぐべき王国は、あくまで強大なものでなければならぬ。ああ、どうすればよい？」

　ジレンマに身み悶もだえし、切せつ歯し扼やく腕わんするイノセントに、密ひそかに放はなっておいた部下から意外な情報がもたらされたのは、決戦のまさに直前であった。

「面白い入信希望者を見付けました」

　と、報告を受ける。

「馬鹿者！　私とて多た事じ多た端たんなのだ。いちいちそんな瑣さ末まつな情報を伝えるな!!」

　苛いら立だちの余り、一度は激げつ昂こうしたイノセントではあるが、しかしよく考えてみると存外に奇妙なことに気付かされた。

「入信希望者だと？」

「はい」

「珍しいな。この時点で入信希望者とは……」

「珍しいと言うより、希け有うなこととすら申せましょう」

　脱会希望者や脱走信者であれば、それこそひきもきらない。一部の高級幹部や惑星リガの出身者を除けば、他はほとんど『浄化』怖さの面めん従じゆう腹ふく背はいと言えた。

「実に、半年ぶりの入信希望者です」

「どんな男だ？」

　と、イノセントは興味が湧わいた。

「それなりに美しければ、私の側そつ近きんにしてやってもよいぞ」

　これという腹心を持たないイノセントは、前々からキムタークにおけるカッツのような存在を一人ぐらい──できれば百人ほど──は欲しいと思っていた。

「残念ながら……」

　と、密偵は渋面で言った。

「美少年ではありません。それどころか、少年ですらありません」

「凡ぼん夫ぷか？」

「凡夫以下です。いや、あそこまでいくと、むしろ見事と申せましょう。おおよそ、ブラック・セラフィムの信者の概念からは最も遠いところにいる者です」

「まさか、女ではあるまいな」

　とイノセント。

「女は論外だぞ！」

「御安心ください。男です、一応……」

「何が問題なのだ」

「そうですな……。まず第一は年齢です」

「年齢？」

　首を傾かしげるイノセント。

「いったいそいつは、いくつなのだ!?」

「そうですな……。ヤーヴェと同じくらい……」

「老人ではないか」

「見事に老人です。しかし気は若い。むしろ最近の軟弱な若者よりは『若い』のではないでしょうか。紳士でもなければ、恰かつ幅ぷくがいいというのでもない。はっきり言って貧ひん相そうです。しかし、態度は妙に堂々としており、奇妙な風格があるのです」

「風格？」

「会えばわかります」

　もどかしそうに、密偵は言った。

「そうでなければ、私がわざわざイノセントさまのお耳には入れません。その辺の機き微びをお察しください……」

「なるほど……」

　イノセントには不思議に閃ひらめくものがあった。全ぜん幅ぷくの信頼を寄せているとは言い難がたい密偵ではあるが、だからこそ彼の言葉にはある種の信しん憑ぴよう性せいがある。

「その老ろう爺や、あるいは奇き貨かかも知れぬな。居おくか」

「是ぜ非ひに──」

　畏かしこまる密偵。

「で、その漢おとこの名は？」

「はい」

　彼は告げた。

「ヒトシ・ミナモトと名乗っております」

「珍しい名だな」

　これまたイノセントの心の琴きん線せんに引っ掛かるものがあった。

「彼が申すには、同じ人間なら源みなもとは皆等しい……。つまり、人間皆兄弟、似たような者だと……」

「たわけたことを申す爺じじいだ」

　彼には到底その意見は吞のめぬ。彼は自らを選ばれし者と信じていた。

　だが──、

　その一方で、そのヒトシ・ミナモトとやらに対して猛烈な興味が湧いてきたこともまた事実であった。

「会おう」

　と、イノセントは言った。

「連れて来い」

「実は──」

　密偵は背後のカーテンに向けて何やら目め配くばせした。

　イノセントがその『汚けがれなき』生涯でかつて聞いたこともないような馬鹿笑いがカーテンの向こうから響き渡ったのは、その直後である。










　第六章　人殺しは罪ですか




「全調ちよう伏ぶく船団、終結しました！」

　カッツの報告に、

「うむ」

　と、キムタークは大おお仰ぎように頷うなずいた。

「早かったな」

「総員、士気は充実しております」

「そうだろう。あの一糸乱れぬ隊列を見ればわかる」

　総勢八百五十隻の大艦隊である。それが一個の意志ある生き物のように、一団となって動く。漢おとこと生まれたからには、生涯に一度はこうした艦隊を自みずから指揮してみたいものだ。

「カツヤの艦隊はどうだ？」

「はい」

　頷くカッツ。上官のこの質問をあらかじめ予期していたとみえ、澱よどみなく言った。

「我が調伏船団の前方、〇・七光秒に位置しております。数は、我が船団とほぼ同じ、八百余隻と思われます」

　両者の間にはありとあらゆる電磁波を遮しや断だんする竜骨座の薔ば薇ら色星雲が、滔とう々とうと流れる大河の如ごとく横たわっている。従って、互いの状況は予測の域を出るものではない。

「いい勝負だな」

「はい」

「カツヤは漢だ」

　と、キムタークは大きく嘆息した。

「小細工や姑こ息そくな作戦を弄ろうせず、正面から堂々と受けて立つつもりのようだ。見上げた根性だよ。負けるにしても、その心意気は褒ほめてやろう。むろん、こちらも小細工はしない」

「はい、キムタークさま」

「それにしても──」

　と、彼は目の前に広がる薔薇色星雲を見た。

「実物は、なお美しいな」

「はい」

「薔ば薇らと書いて、また薔そう薇びとも読む」

　意外に漢字に対する造ぞう詣けいも深い、キムターク。

「この薔薇星雲を、奴らの血で汚けがすのも気が引けるが、やるしかない」

「この薄うす紅べに色いろに深しん紅こう色しよくの血も、また映はえるかと──」

「おまえは詩人だな、カッツ」

　キムタークは微かすかに微笑ほほえんだ。

「必勝を合言葉に総員の健闘を期す！　全船団、前進!!」




「そろそろ連中も、動き始めたようだな」

　と、エンジン換装なったばかりの超巨大戦艦『常陸ひたち』のブリッジで、帽子を目ま深ぶかに被かぶり直したカツヤは言った。

「はい、番長」

　ハイフェッツが頷く。

「互いに小細工なしです。電波の通じぬあの薔薇色星雲の中では、下へ手たに動くことはそれこそ命取りです」

「宇宙船を使った有視界戦闘なんて、前ぜん代だい未み聞もんでしょうね」

　と、首席オペレーター席でフランソワーズが言った。

「喜んでいる奴もいるさ」

　とカツヤ。

「例たとえばサンシロー・サカイ中尉だ。レーダーの使えない状況下でのドッグファイトなんて、かれの独どく壇だん場じようじゃないか」

「そうですね」

「こちらとしては、換装したばかりのエンジンの試運転もまだなのが、不安要素と言えば不安要素ですな」

「どこが不安だ」

　ハイフェッツの言葉に、テツが猛烈に嚙かみ付いた。

「この俺がいる限り、あのエンジンの調子は完かん璧ぺきにしてみせる！　心配するな!!」

「全然心配してねえよ」

　と、軽く手を振り、微笑むカツヤ。

「任まかせた」

「わかってるじゃねえか、番長」

　白い歯を見せるテツ。

「俺も、俺のエンジンも、その信頼に応こたえてみせるぜ」

「何しろ、この戦いくさには勝たなきゃならねえからな」

　その後に、テツとの素す手ででの一戦が控えている以上、負けられない。

「そっちは容よう赦しやしねえぞ」

「俺もだ」

「テツとカツヤが、馬が合うのはわかっていたんだよね」

　エドは妙に嬉うれしかった。

「同じ波長だもの。いいコンビだよ。まるで『常陸』と『泥どろ亀がめ』のエンジンみたいなマッチングだ」

「どちらも相当にクセのあるところがミソだな」

　とカツヤ。

「それがお互いに、いい味出してるってことさ」

　とテツ。

「エド。俺の闘たたかいぶりを、その特等席でゆっくり見てろ」

　カツヤの一言に、

「そうする」

　と、ゲストシートで頷くエド。

「この決戦が終われば、おまえも晴れてマチコに会あいに行けるって訳わけだ」

「そんなでいいのかな……」

　とエド。

「何かもう一波乱、あってくれたほうがしっくりするな。このままじゃ、すんなりし過ぎて何だか怖いよ」

「いいんだ」

　とテツ。

「おまえはもう、充分に苦労した。紆う余よ曲きよく折せつもようやく終わりだ」

「そうだといいけど──」

「ぼちぼち行くか」

　と、大きく欠伸あくびするカツヤ。

「総員配置！　前進開始!!」

　動き出した運命の針を、もう誰にも止められない。




「入信の動機は？」

　と、ゴロン・イノセントは目の前の小柄で貧ひん相そうな、それでいて妙みように尊大な態度の老人に訊きいた。身長は、イノセントより十五センチも低い。しかし、何な故ぜか巨大に見えた。その理由がイノセントにはわからない。

「はい」

　と、ヒトシ・ミナモトと名乗る老人は言った。

「正直に言いましょう。ヤーヴェに、いやさ、コウサク・カヤマに一目会いたかったのです。それも、できれば彼の『生前』に、叶かなうならばいくらかは『正気』の残っているうちに──」

「正気か？」

　イノセントは尋ねた。本来なら一笑に付ふしたところだが、老人の態度があまりに堂々としており、かつ真顔であったので、笑い飛ばせなかったのである。同時に、彼に対する尋常でない興味を、ますます搔かき立てられた。

「正気で言っているのか。本来なら正式な手続きを踏んで、ヤーヴェに正式な御お目め通どおりを願うには、最低でも──」

「オーファン（座天使・九階級ある天使の第三位）とやらにならねばならぬというのでしょう」

「少しは予習してきたようだな」

「あなたはチェラブ（智天使・第二位）だ。ゴロン・イノセント……。本来なら私が如ごとき末端信者、いや、まだ正式な信者にもなっていない一いつ介かいの老骨に会う必要などさらさらない。だが現に、こうして会っている。違いますかな？」

「面おも白しろいご老人だ」

　と、イノセントの表情もついつい綻ほころぶ。

「いや実際、これほど面白い信者以外の人間というのも、実のところ初めてです。凡ぼん夫ぷにしておくのは惜おしい」

「いやいや……」

　と、ヒトシ・ミナモト──その正体は既にお気付きだろう──は言った。

「凡夫のままで結構。何しろ私は、凡夫の代表として、ここに来ておるのですよ。おわかりか、チェラブ・イノセント」

「その勇気には、素直に敬服しよう」

　とイノセントは言った。彼にしてみれば最大限の譲歩と尊敬とを、この老人に対し払っているのだ。

「しかし、生きて帰れるという保証はどこにもないぞ。怖くないのか？」

「少しも……」

「何故だ!?」

　その理由が、素直に知りたい。

「どのみち老い先短い年寄ですから……。それに、私にもあなたくらいの孫がおりましてな……」

「それがどうした」

「孫のような若者に『殺してやる』と脅おどされても、とても本気とは思えぬのですよ。むしろ可愛かわいい」

「なに!?」

「失礼じゃが、あなたは今おいくつかな？」

「俗世の年齢など忘れたが──」

　それでもイノセントは律りち義ぎに指を折って数え、

「ちょうど二十歳だが……」

　と言った。

「ではやっと成人式ですか」

「凡夫の儀式などに興味はない！」

「私は今、七十三歳です。つまり、あなたの三倍半以上、生きている」

「何が言いたい？」

　ぐっと身を乗り出すイノセント。その瞬間に彼は、老成した老人の老練にして老ろう獪かいな術中に嵌はまった。

「考えてみてください」

　主導権イニシアテイヴが自分の手に移ったことを確認してから、老人は微笑んで言った。

「二十歳のあなたの目の前に、六歳の幼児がいます。金髪の、少々小生意気だがかなり美しい幼児です。そいつが今あなたに『私は天使だ。神のお告げを受けた私は偉い。私に跪ひざまずけ！　従わなければ殺してやる』とわめきながら向かって来たとしましょう。あなたは怯おびえますかな、それともいっそ微笑ましく思いますかな？」

「う……む……」

　イノセントは絶句してしまった。

「おわかりでしょう。この老人めにはあなたが恐ろしいとは、どうしても思えませんのじゃ」

「私は……」

　と、イノセントは真っ赤になって反はん駁ばくした。それもまた『可愛い』。

「実際に、おまえを殺せる！」

　それだけ言うのが、精一杯であった。

「そうでしょう」

　と、老人はなお微笑む。

「しかし、殺せばきっと後悔しますよ」

「おまえは一体……」

　イノセントはついに階きざはしを自ら降り、老人と同じ高さの床に立って問うた。

「ヤーヴェの、何だ!?」

「学生の頃、同じヨットに乗っていました」

「ヨット……」

「宇宙ヨット。ソーラーディンギーとも言いますな。あの頃は、それが最高にナウだったのです。宗教より確実にモテましたな……」

「知らなかった……。あの崇すう高こうにして神聖なヤーヴェに、そんな卑ひ俗ぞくな趣味があったとは……」

「今のカヤマのことは知りませんが──」

　老人は言った。

「昔のカヤマは、それはそれはカッコいい青年でした。宇う宙みの男、最高のヨットマンでした。この私も、今よりは少しは見られるヨットマンでしたが、まあそんなことはどうでも宜よろしい。とにかく彼と私とは無む二にの親友でしてな」

「信じられんな」

「信じなくてよろしい。しかし、私の頭の中である程度美化されていることを除けば、これは概おおむね事実です。彼は最高のスキッパー（艇長）で、私は当時銀河で二番目の舵だ手しゆでした」

「二番目？　トップは誰だ？」

「その頃、ハロルド・カトリという者がおりまして……。今でもおりますが──。とにかく、二人は名コンビでした」

「噓うそなら承知せんぞ」

「噓など申しません」

　老人は真顔であった。

「直接当のカヤマ本人に尋ねてくだされば、わかることです」

「ヤーヴェにそんなことを、直接訊きけとでも言うのか!?」

　イノセントの顔は紙のように白かった。

「そんなことを──」

「あなた次第です」

　と、老人は言った。

「あなたさえ、取り次いでくださるのなら──」

『私の可愛い孫を痛め付けたことは、この際大目に見ましょう』

　と、彼は小さく口の中で呟つぶやいたのであった。

「待っておれ……」

　イノセントは震えながらも、奥の間に消えた。

「首を洗っておくように──」

　三分後──、

　信じられないという表情で、彼は戻って来て老人に告げた。

「お会いになるそうだ……」

　イノセントの声はうわずっていた。

「たばかったな、ジャスティ・ウエキ・タイラー……」

「ヤッ、ド～モ!!」

　満面の笑みを湛たたえる、タイラー老であった。

「恐ろしい……」

　と、奥の間に消えつつある老人の背中を見送りながら、イノセントは呟く。

「あの漢の底力、侮あなどれぬ……。それにしても、ヨット部時代の舵手と名乗る男が訪ねて来たという話を聞いた瞬間の、ヤーヴェの表か情おが忘れられぬ。余よ命めい幾いく許ばくもなく、絶え間無き苦痛に身を苛さいなまれていたはずなのに、あの御お方かたのあんなにも心からの笑顔というものを、私は、初めて見た。初めて……」




「カツヤ番長……」

　その若者が、カツヤの目の前に立っている。

　全身を包帯でぐるぐる巻きにして、左腕はお世せ辞じにも出来がよいとは言えない機械剝むき出しの不ぶ格かつ好こうな義手だった。しかし包帯の下から除く右眼の眼光だけは異様なまでに鋭するどい。

「あんたを漢と見込んで、頼みがある」

「言ってみろ」

　と鷹おう揚ように頷くカツヤ。

「ま、大だい体たい見当はついてるがな……」

「棄すてたつもりで戦闘機を一機、俺にくれ」

　機械の手と、生なま身みの手とが同時に差し延べられた。

「頼む！」

「やっぱり……」

　苦笑するカツヤ。

「悪いがそれは無理な相談だよ。キヨシ・サナギくん」

「駄だ目めか……」

　大きくため息をつき、うなだれるキヨシ。

「ま、無理は承知だったんだが──」

「悪いな。キムタークとの決戦を前に、我が艦隊には一機でも多くの戦闘機が欲しいところだ。余っている機体はない。棄てる訳にはいかんのだ」

「俺にもそれはわかっている。無理を言って悪かった……」

「ただし！」

　カツヤはキヨシの肩を叩たたいた。

「有効に使える戦闘機となれば、話は別だ」

「え──？」

「おまえ」

　カツヤはキヨシの顔に、ぐぐっと自分の顔を近付けた。

「よもや逃げたりはしまいな。それとも奪った戦闘機で、キムタークの側に付く気だったのか？」

「違う」

　と、キヨシ。

「俺は……パイロットとしての再起を、賭かけてみたかったのさ。ただそれだけだ」

「かつての味方と、戦えるのか？」

「闘うつもりだった」

　とキヨシ。

「知っての通り、ブラック・セラフィムの『ゾルテック』は、ほとんどが無尽操縦の戦闘機だ。無人機だけ相手にしている分には、味方を殺すことにはならない。いいリハビリになって、ついでにおまえらの役にも立てるんじゃないかと思ったんだ」

「それだけじゃないだろ？」

　とカツヤ。

「隠すなよ。全部言ってみろよ」

「ああ……」

　一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、キヨシは言った。

「戦闘が終わったら、サンシロー・サカイと、サシでもう一度勝負させてくれ。それだけが、俺の生きる目的なんだ……」

「執しゆう念ねんが松まつ葉ば杖づえか……」

　カツヤは目を瞑とじ、大きく頷いた。

「いいだろう」

「番長！」

　ハイフェッツが異を唱となえた。

「危険過ぎる賭けです。こいつ……彼は、ブラック・セラフィム屈くつ指しのパイロットですよ。もしも寝返られたら、こちらはそれだけ不利に──」

「金玉の小さいことを、言わないように」

　とカツヤ。

「信じて使ってみようじゃないの。今の俺たちは、一人でも優秀な戦闘機乗りが欲しい。サカイ中尉だけじゃ、正直オーバーワークなんだ」

　それからキヨシに振り向き、再び顔を近付け、

「寝返らねえよな」

　と言った。

「たぶん……」

「今はそうでも、戦闘機に乗ったらわかりませんよ」

　とハイフェッツ。

「それも覚悟の上」

　とカツヤ。

「それならそれで、仕方がない。とにかく俺は、信じたの！」

「すまん……」

　とキヨシ。

「あんたは漢だ……」

「で、寝返る確率は？」

「三パーセント……」

　とキヨシは正直に言った。

「今は裏切りたくない。しかし、俺も戦闘機乗り、コックピットに座すわったら保証できない。いきなり、サカイの機に突っかけてしまうかも──」

「正直でよろしい」

　とカツヤ。

「俺がおまえでも、それくらいしか言えないと思うよ、それだけ言ってくれりゃ、充分だ。闘ってくれ。その手で、自分の明日を摑つかめ！」

　カツヤの熱い息が、キヨシの顔にかかった。

「カツヤ……」

　キヨシは悶もだえるように言った。

「今け朝さ、餃子ギヨーザ喰くったな……」

「済まん……」




『全機、発信準備！』

　という女性オペレーターの声とともに、格かく納のう庫このランプが一いつ斉せいにオレンジからグリーンに変わった。

「よ～し!!　今日はレーダーも計器も一いつ切さい使えねえ、完全有視界戦闘だぞ！」

　と、サンシロー・サカイ中尉は叫んだ。

「いちいちスクリーンを見なくていい分、気は楽なはずだよな。今まで血ち反へ吐どを吐くような特訓に耐えてきた、自分自身を信じりゃいいのよ。わかってるとは思うけどな」

　相変わらず、威勢がいい。

『サカイ中尉』

　その彼の耳に、聞き覚えのある声が──。

『カツヤ・タイラーだ』

「おう、番長かい！」

『時間がない。手短に話すが……』

　彼は事の経緯を簡略に説明した。

『左翼編隊の一機として、キヨシ・サナギを出す。階級は暫ざん定てい的てきに少尉ということにしておいた、いろいろと面めん倒どうをかけるかも知れんが、一応君の耳にも入れておく』

「嬉うれしいね」

　意外にもさばさばとした声で、サンシロー。

『迷惑じゃないのか？』

　とカツヤの声。

『ただでさえ、中尉はオーバーワークだというのに……』

「確かにな」

　とサンシロー。

「今や貴重な、ベテランパイロットだ。実戦経験のある奴は、こないだの戦いでほとんど死んじまった」

　あまつさえ、キヨシ・サナギはその時の、敵の編隊指揮官なのだ。

「だからこそ、嬉しいんだよ。あの最悪の乱戦の中で、俺以外に一人でも生きていた奴がいた。そいつが妙に嬉しいのさ。まして、そいつと一緒に、今度は味方として戦えるなんてな……。奴はいい腕だ。俺と互ご角かくの──。それは闘った俺がいちばんよく知っている。敵としちゃ手て強ごわいが、これ以上心強い味方はいねえ」

『中尉は大人だな』

　と、脱帽するカツヤ。

『俺にはとても言えない台詞せりふさ』

「最強のライバルって奴は、案外いい友だちになれるんじゃないのかな」

　サンシローは言った。

「俺はそう思うぜ」

『かもな……』

　カツヤにも、思うところがあった。

「最強のライバルか……」

　と、通信を切った後、カツヤは番長席に深々と腰を沈めながら思った。

「もしあいつが、例えば士官学校の同期だったとしたら、どうだったろうか？」

　そんなことを、ふと思ってみたりもする。

「キムターク……」




　呼吸が荒い。絶え間のない苦痛が全身を苛さいなむ。普通なら、集中治療室を一歩も出られない重病人なのである。しかも、心の支えであった孫娘にも去られた今、老人の病状を看み守まもる者はいない。

　それでも──、

　ヤーヴェ、否、コウサク・カヤマの頰ほおは上気し、その瞳ひとみは輝いていた。

「来てくれた」

　と、彼は心底嬉しそうに呟つぶやいた。

「あいつが、やっと来てくれた……」

「隋ずい分ぶんと──」

　と、彼の頭上で声がした。

「回りくどいことをしたもんじゃないか、スキッパー」

　声の主は、カヤマの感覚では昔と少しも変わってはいなかった。その声も、顔も、若い頃のジャスティ・ウエキ・タイラーのままであった。

　鎮痛剤による幻覚の一言で片付けてしまっては、あまりにも夢がない。

「だが、どうやら間に合ったようだな。よかった……」

「タイラー……」

　カヤマはタイラーを見上げた。

「やっ！」

　と、片手を挙あげて挨あい拶さつする。その仕し種ぐさも、学生時代のままだ。

「待たせたね」

「遅い」

　責めるでなく、なじるでもなしに言うカヤマ。

「永ながかったぞ」

「僕もだ」

　とタイラーは言った。

「さあ」

　と、タイラーは枕元にあった椅い子すに腰掛ける。背もたれで両腕を組み、その上に顎あごを乗せる格かつ好こうで。銀河広しといえども、彼ほどこのポーズが似合う男はいなかった。

「積もる話をしようか、カヤマ。互いに話したいことが、山のようにあるはずだからね。そうだろ？」










　第七章　それでも殺し合いますか




「全艦隊、展開せよ」

　と、カツヤの命令は麾き下かの全艦艇に遍あまねく通達された。

「空母は全艦載機を発進せよ!!　有視界戦闘だ。艦隊の『目』は、大きい方がいい。全員、機械に頼らず、己おのれの視覚を、いや五感を信頼せよ！　第六感があるなら、それも動員せよ!!」

『軍』の名の下もとに動く集団への命令だとすれば、前ぜん代だい未み聞もんであったろう。

「今こそ全艦隊は、君の目を必要としているのだ！」

「番長らしい命令だ」

　ハイフェッツは微笑ほほえんでいる。

「こりゃ、その気になるよ」

　カツヤの艦隊は大きく左右に──まあ気分の問題だが、要するに艦隊の位置する座標軸に対して──展開している。極きわめて古典的な陣形である。

「要するに、鶴かく翼よくの陣というやつですな」

　とハイフェッツ。

「士官学校でも、今いま時どきこういうのは教えませんよ」

「だがこれがいちばん古典的ながら、確実なんだ」

　とカツヤは言った。

「目で見える限りでの、戦闘ではね」

　レーダースクリーンはもとより、あらゆる計器はさっきから──薔ば薇ら色星雲に突入した瞬間から──まっ白だ。

「キムタークの船団が、見えました!!」

　との報告が、戦闘の駆く逐ちく艦かんからの発光信号で伝えられてきた。じきに艦隊の全艦艇が、より正確にはその乗組員たちが、それを自身の目で確認した。

「ほう。面おも白しろい……」

　と、双眼鏡を覗のぞきながらハイフェッツ大佐。

「あの陣形は……」

「雁がん行こうの陣だ」

　とカツヤ。

　雁が飛ぶ時の編隊のように、楔くさび形の陣形をこう呼ぶ。英語ではシェブロン。ラアルゴンの得意とするラアルゴニアン・ギムレットはこれの発展型である。

「これまた古典的ですな」

「キムタークめ。こっちが鶴翼でくると読んでいたな。基本に忠実な奴だ」

「まさに正々堂々です」

　とハイフェッツ。

　雁行の陣は敵の一点を集中突破しようとする陣形であり、対する鶴翼の陣とは、両手を広げ、「さあこい」と受けて立つ陣形と言えた。

「鏑かぶら矢やでも、射たくなりますな……」

「策を弄ろうしたところで、巡り巡って堂々巡りだからな」

　カツヤは言った。

「結局、小細工なしでいくことに決めたんだろう」

「互いにね」

　とエドが言った。

「見ているだけでは、勿もつ体たいないよ」

「おまえは何もするなよ、エド」

　と、カツヤは言った。

「なまじ手出しされたら、漢おとこが廃すたる。横からグジャグジャ言うようなら、宇そ宙とへほっぽり出すぞ」

「宇宙服なしで？」

「そ、宇宙服なしで」

「好きだな、宇宙漂流……」

　苦笑しながら、エドは言った。

「もう二度もやったよ」

　冗談ではない。最初の時は九死に一生を得て惑星ゴロンボに流れ着き、二度目の時はこれも危あやういところでテツの『泥亀』に拾われたのだ。

「だけど、岡おか目め八はち目もくって諺ことわざ、知ってるよね」

「八目くらい先を読んでも、キムタークには勝てない」

　とカツヤ。

「むしろ読まない方が、戦える相手だ」

　よく言えば臨りん機き応おう変へん、悪く言えば行き当たりばったりということだ。

「さあて、何を考えているのかな……」

「初めのうちはまあ、手の内の見せ合いっこといったところでしょうか」

　ハイフェッツが極めて示し唆さに富んだ台詞せりふを言った。

「やはりお約束のあれ、いきますか？」

「やってやろう」

　とカツヤ。

「奴もきっと、そいつを期待しているんだろうからな」

「わかりました」

　直ただちに全艦隊に向け、発光信号による、暗号命令が伝達された。

『全艦、敵艦隊ノ展開平面ニ対シ、垂直上方ニ位置ヲ取レ！』




「私は……」

　と、コウサク・カヤマは言った。

「マチコが不ふ憫びんでならなかった。一瞬にして両親を、家を、全すべてを奪われたマチコが……。だから、私に切り取れる全すべての物を、マチコに与えようとした」

「気持ちはわかる」

　とタイラー。

「だけど、与えられる本人にしてみれば、むしろ迷惑だったんじゃないのかな？」

「それに気付くのに、長い時間がかかった」

　とカヤマ。

「気付いた時には、もう後戻りできないところまで来ていた……」

「後戻りなんてできないなんてことがあるものか」

　タイラーは微笑んで言った。

「一ひと言こと僕にでも相談してくれればよかったんだよ、カヤマ。馬ば鹿かだなあ……」

「ああ。私は馬鹿だ」

　天てん井じようを見上げ、カヤマ。

「その馬鹿に、全銀河を巻き込んだ大馬鹿者だ」

「最大の犠牲者は、マチコちゃんだね」

　とタイラーは言った。

「おかげで僕の孫のエドも、そのあおりを引っ被かぶった。ついでにこの僕も──」

「マチコは素直に、喜んでいると思ったのだ。私のプレゼントを……」

「彼女の悲劇は、性格が素直過ぎたことだ」

　とタイラーは言った。

「それが悲劇の元げん凶きようであると、言えないこともない。彼女が要いらない物は正直に『要らない』と言える性格なら、こんな悲劇にはならなかった」

「あの子は何も、悪くない！」

　カヤマは声を荒げた。

「全ては私が、悪いのだ!!」

「そんな君のことを、マチコちゃんの方こそ気の毒に思っていたんだよ」

「どういうことだ」

「大好きなお祖じ父いちゃんを喜ばせたい。だから彼女は、意に沿わぬプレゼントをも笑顔で受け取る決意をしたのだ。私の笑顔を見て、お祖父ちゃんはあんなにも素直に喜んでいるってね。お祖父ちゃん思いなんだよ、あの子は──!!」

「ああ、私は！」

　カヤマは全身の苦痛のせいではなく悶もん絶ぜつした。

「それなのにあの子が心から喜んでいると思っていた！　何という愚おろか者なのだ、私は!!」

「やっと気付いたか……」

　と、ため息をつくタイラー。

「馬鹿め」

　しかしその声は、どこまでも優しかった。




「ふふ、ふははははははははははは！」

　キムタークの嗤わらい。

「やっと気付いたか、馬鹿め！」

　彼の艦隊は一いつ糸し乱れぬ。

「リガの雷いかずちを再現してみせたのに、こちらが何も動揺を見せぬものでうろたえたか、カツヤ！　そうとも、俺はこのために、血の滲にじむような特訓を積んでいたのだ。もう怖くはないのだ。雷も、稲いな妻ずまも！」

　カツヤがその艦隊を上方に展開させ、あの一斉砲撃による閃光の柱を再現しようとした時、キムタークはすかさず麾き下かの全船団に向け、告げた。

「総員、目を瞑とじよ！　あの雷は、私が一人で受け止めてみせる!!」

　と──。

　閃光が閃ひらめいた。

　そしてキムタークは、耐えた。

　耐え凌しのいだ。

『勝った』

　と確信した。連日連夜、自みずからカプセルに閉じ籠こもり、立体映像による雷の恐怖を克服するための特訓が実を結んだ瞬間であった。

「どうだ、カツヤ!?」

　と、銀河に向け、誇りたい気分であった。

「私は過去のトラウマに、勝ったぞ」

　が──、

「キムタークさま……」

　蒼あおい顔をしたカッツが、紙切れを手に現れた。

「カツヤ・タイラーから、発光モールス信号による電報が……」

「電報？」

「はい」

　カッツの手が震えている。

「それも、祝電なのです」

「祝電？」

　訳がわからない。

「読め、カッツ！」

「は、はい……。『オメデトウ』。以上です」

「それだけか？」

「はい……」

「くっ!!」

　その瞬間にキムタークは、カツヤの真意にようやく気付いた。

「幼児からのトラウマを克服できて、『オメデトウ』という訳か……」

「では、カツヤはわざと──」

「ああ。わざわざ『やってみせて』くれたのだ。私の特訓を無駄にさせまいと──」

　が、その直後に、キムタークの表か情おは見るみる激変した。

「はっ、しまった！　カツヤは我が艦隊に動揺を誘うべく、馬鹿のひとつ覚えの戦法を使ったのではなく──」

「──それにより、我が船団に対し、有利なポジションを占しめるという副次的な効果を最初から企き図として……」

　キムタークの言葉を、カッツが補おぎなった。

「まんまとしてやられた！」

　祝電を引き裂くキムターク。

「おのれカツヤめ!!」

　紙かみ吹雪ふぶきが、カツヤの喰くえない笑顔のようであった。




「やっと気付いたか、馬鹿め！」

　と、カツヤ。

「俺は優しいんだ。おまえのせっかくの特訓を無駄にしないために、わざわざお約束の雷戦法を使ってやったんだ。有利なポジションぐらい、くれたっていいだろう」

　それからカツヤは、やおら命令した。

「全艦、砲撃開始！　目標は各艦毎ごとに設定！　よく狙ねらえ!!」




「それにしても、少々いきすぎたプレゼントだったね」

　とタイラー。その口調は、どこまでも優しい。

「銀河中から美少年だけを選えりすぐって、それ以外の人類を儘ことごとく鏖おう殺さつし、マチコちゃんのためにハーレムを遺のこす。なんとも気け宇う壮そう大だいだ」

「私は平凡な発想しかできぬ漢おとこだから──」

　とカヤマ。

「それしか思い付かなかった」

「普通は考えないよ」

　とタイラー。

「僕なら、自分自身のために美女のハーレムを、少しは残しておくよ」

「そこがおまえと私との差だな……」

　とカヤマ。

「そういう発想では、到とう底ていおまえには勝てん。しかも、おまえは瞬時にして決断を下す。私は悩みに悩んで結論を出す。しかも、常に正しいのはおまえの直感で、私は──」

「それでいいんだよ」

　とタイラー。

「君は艇長スキツパーだからね。スキッパーは悩んで悩んで悩み抜いていいんだよ。僕は舵かじ取りだ。舵取りが悩んでいたら、艇は衝突してしまうだろ。だから瞬時に──それが間違っていたとしても──決断を下して、しかも自分の命令を自分で執しつ行こうしなくちゃならない。そういう性格なんだろうね。役割が、いつの間にか染しみ付いてしまったよ」

「損な役回りだな、スキッパーとは──」

「でも僕は、その後に色々回ってきたぜ。艦長に始まって、提てい督とく、大統領までやった。いや、やらされた。全部舵取り感覚で抜け切ったけどね」

「私はおまえが羨うらやましいよ」

「そうかな……。ところで、実はここに来たのは、頼みがあってのことなんだ」

「そうくると思った」

　カヤマは微笑んだ。

「私に、今すぐ愚ぐ行こうをやめさせろと言うのだろう。残念だな、もはや私にも、彼らを止める力はないのだ。彼らは彼らの時代を、必死になって動かそうとしている……」

「そうじゃなくて」

　タイラーは言った。

「そうじゃなくて、もっと大事なことだ」

「もっと大事なこと？」

「認めてやって欲しいんだ」

　とタイラーは言った。

「僕の初孫のエドと、マチコちゃんとのことを……」

「なんだそんなことか……」

「だが大事なことだぜ。銀河の未来より、よっぽど大たい切せつなことだ」

「そうだな……」

　微笑むカヤマ。

「是ぜ非ひもない」

　と、彼は言った。

「マチコが心から、それを望んでいるのなら──」




「マチコ」

　と、ロージーが微笑んで言った。

「このホテルもよいが、いつまでもここに閉じ籠っていては気が滅め入いらぬか？」

「いいえ、妃ひ殿でん下か」

　と、マチコは静かに首を振った。

「ここはとても快適ですわ。皆さんがとても気を遣つかってくださいますし……。それに、エドを待つだけで、私はとても満ち足りているのです」

「そうかのう……」

　とロージー。

「余には息が詰まりそうに感じるがのう……」

　ロージーの基準では、天井の高さは最低でも今の三倍は欲しいし、調度も安物過ぎる。部屋に気の利きいた彫刻ひとつないのはどうにも赦ゆるせない。

「のうマチコ。ここもよいが、余の別荘へ参まいらぬか？」

「別荘？　妃殿下の、でございますか？」

「そうじゃ」

　とロージー。

「ここよりずっと広く、しかも安全じゃぞ。余の専属ボディーガードも多数おる」

「ですが……」

「こんなホテル、ミサイルの一発も撃ち込まれればそれきりではないか」

　確かに、そうだ。

「余の別荘へ行き、そこでエドを待たぬか？」

「しかし、ノリカさんたちに断りもなしに──」

「ノリカたちには、余から後で言っておく。それともなにか、ラアルゴン皇帝の娘である、この余の命令が聞けぬと申すか？」

「そのようなことは……」

「だったら──」

　ロージーはこうと決めたら強ごう引いんであった。その辺りは母親譲りの血であろう。

　結局、マチコは折れた。

「わかりました」

　と、頷うなずく。

「参りましょう、妃殿下」




「おかしい……」

　と、カツヤはすぐに気付いた。

「どうして反撃しない。一方的に撃たれるだけで──」

「意表を突かれ、動転しているのではないでしょうか？」

　と『常陸ひたち』のイヂチ艦長が言った。

　まだカツヤがこれより小さい戦艦『伯耆ほうき』に乗っていた頃からの艦長で、当時は大佐であったが、今は准じゆん将しようである。『常陸』は戦艦としても桁けた外はずれに大きいので、艦長でも将官の肩書が必要なのであった。

　典型的なサラリーマンタイプのイヂチ艦長は、処理能力に長たけた能のう吏りであったが、その分発想は凡ぼん庸ようである。しかし、ただでさえ一癖も二癖もある部下の揃そろったカツヤの下に、これ以上強い個性は必要ない。単に命令に忠実に艦ふねを動かす艦長としては、彼は適任であった。

「動転？　キムタークがか？」

　カツヤは嗤わらった。

「艦長、御冗談を……」

「では何な故ぜ、方向転換して反撃しないのでしょう」

「方向転換してる間に、狙ねらい撃ちされる」

　とカツヤ。

「今は徒いたずらに反撃しようとせず、まずこちらの射程距離内から逃げ出すのが先決だ」

「理屈ではそうです。しかし、つい反撃したくなるのが人情でしょう」

「だから怖いんだ」

　カツヤは言った。

「キムタークの部下たちは、相当鍛きたえられている。死を恐れていないのはブラック・セラフィムだから当然としても、それをここまで徹てつ底ていさせるとは、キムタークの奴め、相当信頼されていやがるなあ……」

　正直、指揮官としては羨うらやましい。

「どうします？」

　とハイフェッツ大佐が尋ねた。

「手心を加えますか？」

「いや」

　と、カツヤは鬼に徹する決意を固めた。

「ここで仏心を出せば後でやられる。今は一隻でも多くの敵を沈めておく！」

「番長は辛つらいね」

　エドが言った。

「察するよ、カツヤ」

「そうなんだ」

　エドと目を合わせないようにしながら、カツヤは言った。

「エド、おまえならわかってくれると思っていた……」

「敵編隊、接近！」

　フランソワーズが叫ぶ。

「おいでなすったぞ!!」

　と、ある程度は予測していたカツヤである。

「主力船団を逃がすために、犠牲覚悟で来る。向こうも本気ですな」

　とハイフェッツ。

「お互い辛い」

　とカツヤ。

　結局、どんな理由を付けても人殺しは人殺しだと思い知らされるのは敵と味方の大儀名分が交こう錯さくする、こういう瞬間である。

「戦闘艦隊に傘かさを作らせろ！」

　とカツヤは命令した。

「『ゾルテック』をこちらの主力に近付けさせるな!!」

　ただちに発光信号が発せられたが、それよりも早く敵を確認して動いたのは、サンシロー・サカイ中尉のカワサキ三九式艦上戦闘機『閃せん空くう』であった。

「命令受けてから翼を返したって、遅いってのよ！」

　彼のポリシーである。少なくとも宇宙空間で「危あぶない！　逃げろ!!」という命令を出してくれる者はいない。結局、最後の判断は自分で下すしかないのだ。

「付いて来れる奴だけ、付いて来い!!」

　一機だけ、彼に従う機影がある。

「ほ……」

　機体ナンバーを見るまでもなく、キヨシ・サナギの乗機だということはわかっていた。

「やるな」

　と、サンシローは指向性レーザー通信のアンテナをそちらに向けてロックしながら言った。この薔薇色星雲の巻き散らす強烈な電磁波の中で、唯ゆい一いつ使用可能な無線だが、会話の通じる距離は短い。

「『閃空』は初めてだろうに……」

『「ゾルテック」よりは操そう縦じゆうし易やすい』

　と、キヨシの声。

『操縦桿のレスポンスも早い。さすがは軍の制式だな』

「ケツを任まかせて大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　とサンシローは言った。

『寝返るかも知れんぞ』

「構わねえよ。チャンスがあったら遠慮なく、俺を撃て。赦ゆるす」

　その時は自分の甘さを呪のろうのみだ。

『安心しろ。敵を一いつ掃そうするまでは、撃たないよ、たぶん……』

　さすがは戦闘機乗りである。キヨシの声には張りがあった。やはりコックピットに座すわると、生気が漲みなぎってくるものらしい。

『ただし俺は立場上、無人機しか撃たん。有人機はそっちで片付けろ！』

「そうする。来たぞ！」

『百機はいるな』

「山分けだ」

『いいだろう』

　とキヨシ。

『宇宙広しといえども、ブラック・セラフィムと惑星連合宇宙軍の両方で撃墜王エースになったのは、俺が初めてだろうな』

「もう過去型にしてやんの。昔のお仲間に殺されんなよ！」

『了解ラジヤー!!』

　二機の『閃空』はそれぞれ反対方向に翼を返した。

　二人の撃墜王による、当たるを幸いの撫なで斬ぎりが始まった。



















「若い連中が、始めたようだね」

　と、タイラーは言った。

「そのようだ……」

　とカヤマ。

「彼らを死地に追いやったのは私かと思うと、この全身の苦痛も当然の罰ばつだと思うよ」

「そう自分を責めるな、カヤマ。僕など若い頃は、少なくとも数百万人は殺したクチだ。それなのにこうして、ピンピンしている」

「おまえは直接自分でやった。自分も死ぬかも知れないという状況で知恵と気力を振り絞って闘たたかった。しかし私は、自分は常に安全な所から、けしかけるだけで──」

　カヤマが唸うなった。

「仏ぶつ罰ばちてきめんだな……」

「ははは、仏罰ときたか。そうだよな」

　笑うタイラー。

「君はいまや神だ。立場上天罰とは言えないものな」

「こういう状況でも、おまえの冗談は楽しい……」

　とカヤマ。

「もっと早くに、会いたかったぞ」

「そうだね。でも遅過ぎるってことは、ないさ」

　とタイラー。

「もう離れないよ。君が逝いくまで、側そばにいてやる」

「うううう……」

　カヤマは嗚お咽えつし始めた。

「苦しかったんだ。苦しかったんだよ、タイラー！」

「よしよし……」

　と、タイラーはカヤマの頭を自分の膝ひざに抱かかえた。

「体よりも心が、だろ。わかってるさ……。僕が癒いやしになれば、それに越したことはない……」




『サンシロー!!』

　キヨシが叫ぶ。

『危ない！』

　サンシローの『閃空』の背後に付けていた『ゾルテック』が、無音で噴ふっ飛ぶ。

「いいのか？」

　とサンシロー。

「今おまえが撃ったのは、有人機だぞ」

『いいんだ』

　とキヨシ。

『俺は生きる……。必ず立ち直ってやるさ』




「敵主力、射程圏外！」

　フランソワーズの方向。

「何隻仕し留とめた？」

　とカツヤ。

「三十隻といったところでしょうか……」

　意外と少ない。敵も徒に反撃しようとせず、ただひたすら、一いち目もく散さんに逃げたのが功を奏したのだ。もしも無理に一斉回頭でもしようとしていれば、この五倍は屠ほふられていたろう。

「決定的には、程遠いな……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすカツヤ。

「キムタークの反撃が怖いぞ」

「どうします？」

　とハイフェッツ大佐。

「下へ手たに動かない方がいい」

「私もそう思います」

「キムタークの出方を待つか……」

「それも芸がありませんな」

「しかしまだ、カードを全部見せていない。お互い、どこで切札を出すかだが──」

　そのタイミングが実に難しい。

「今にしてみれば、親おや父じの苦労もわかるぜ」

　とカツヤ。

「艦隊戦のたびに、それで悩んだんだろうなあ……。思えば偉大な親父だったぜ」

「カツヤだって、まんざらでもないよ」

　とエド。

「悪い指揮官じゃない」

「素人しろうとは、自分の結婚式の席決めの心配でもしてろ！」

　とカツヤ。

「うるさ方が多いから、大変だぞ。『あいつの下座』かと、怒って帰りそうな連中が何人もいる。あと、スピーチの順番もな」

「はいはい」

「ひどいわ、カツヤ」

　思わず任務を忘れ、フランソワーズが言った。

「私たちだって、そうでしょう？」

「そう。両方考えなきゃいけないのが、辛いところさ」

　カツヤは言った。

「本当は、誰もいない教会で、ごくごく内輪だけの式をやりたいところだけどな」

「あ、いいな、それ」

　エドは膝を叩たたいた。

「僕はそうしよう」

「そんなの親父が、赦ゆるすと思うか？」

「赦してくれると思うな」

　と微笑むエド。

「お祖父ちゃんは、僕には甘いからね」

「それがおまえに、いちばん嫉しつ妬とを感じるとこだ」

　カツヤは苦笑して言った。

「いっそ合同結婚式にするか？」

「それだけは、避けたいな。それこそ新興宗教みたいで嫌いやだよ」

「確かに──」

　ブラック・セラフィムの船団が、動いた。

「敵は二手に分かれました!!」

　とフランソワーズ。

「なあるほど。結婚式の二次会が、親しん戚せき組と悪友組に分かれるように──」

　カツヤは言った。凄すごい比ひ喩ゆだが、感じはよく出ている。

「キムタークの旗き艦かんは、どちらにいるだろう？」

　とエド。

「呼んでみるか」

　とカツヤ。

「呼んで振り向いた方が、そうに違いねえ」

「番長、冗談もたいがいに──」

　イヂチ艦長が言いかけた。

「冗談じゃねえ」

　とカツヤ。

「そう言えば、この『常陸』の主砲の試射を、まだ済ませていなかったな」

「そうですね」

　とハイフェッツ。

「テツ自慢のエンジンのパワーを借りた、あの砲の──」

「今やろう」

　カツヤは言った。

「これも切札のひとつだが、出し惜しみしてもしょうがない。今なら二重の効果が見込める」

「わかりました」

　頷うなずくハイフェッツ。

「主砲、試射準備！」

　エンジンからのエネルギー回路が、主砲に充じゆう塡てんされる。

「で、照準は？」

「二手に分かれた艦隊の、中央！」

　とカツヤ。

「それではほとんど効果がありませんが……」

　とイヂチ艦長。

「どうせなら、どちらか一方だけでも打撃を与えておいた方が──」

「いいの」

　とカツヤ。

「そういう姑こ息そくなことをしてもしょうがない」

「照準、敵艦隊の中央！」

　エネルギーの充塡が終わったことを告げるランプが、赤からグリーンに。

「照準、よし!!」

「修正、よーし！」

「発射！」

　強烈な射線が、一直線に伸びた。

「さすがはテツがありったけの愛情を注ぎ込んだだけのことはあるな……」

　と、カツヤ。

「あれを上回るパワーは、最近ではちょっとないぞ」

　しかし予あらかじめの照準通り、その絶大な威力を誇る火線は、二手に分かれた敵の中央を素通りして、何の被害も与えなかった。が、そんなことは先刻御承知である。カツヤの本当の狙いは、別にあった。

　劇的な変化が、二手に分かれた敵船団に現れた。

　強烈無比の火線に、敵の一方は一瞬怯ひるみ、算を乱した。

　が──、

　もう一方の敵は、火線の威力にも怯まず、整然と一糸乱れぬ進撃を続ける。

「あっちだ！」

　と、カツヤは叫んだ。

「あっちの乱れなかった方の中央に、キムタークはいる！」

　それをわざわざ確かめるために『名前を呼んだ』のだ。

「あの敵に向かって、全艦突撃せよ!!」










　第八章　大事にしたいものは、何ですか




「こっちじゃ、マチコ」

　と、ロージーは人目を忍ぶようにしてマチコを駐車場に連れ出した。

「足音を立てるでないぞ」

「あの……妃ひ殿でん下か……」

　と、マチコは畏おそるおそる尋ねた。

「宜よろしいでしょうか？」

「何じゃ」

　不愉快そうに振り向く、ロージー。

「別荘に連れて行ってくださるのは、身に余る光栄なのですが──」

「だったら文句を言うな」

「いえ……。その、仮にも皇こう帝てい陛へい下かの御ご息そく女じよが、別荘に行くのに何なに故ゆえ、このようにこそこそと辺あたりを憚はばからねばならぬのですか？」

「う、それはじゃな……」

　しどろもどろになる、ロージー。

「それは──」

「僭せん越えつなれど、これではまるで、人目を盗ぬすむようではございませぬか。とても皇族の振舞いとは──」

「黙れ！」

　後ろめたさを、ロージーは怒ど鳴なることによって正当化しようとした。

「ならば教えてやろう。そちのような下げ賤せんの者を、それも、銀河を騒がす極ごく悪あく人にんの孫娘を、栄はえあるラアルゴン皇帝の娘が別荘に引き入れたとあれば、世間体が悪うて当然であろうが」

「それは……そうでございましょうが──」

「感謝されこそすれ、迷惑がられる筋合ではない。さ、これ以上こんなところでボサッと突っ立っておられては人目に付く。さっさと車に乗らぬか」

　そう言って、地下駐車場の片隅に停めてあったエアカーを指差す。

「あれじゃ」

　それはワンボックスのバンで、どこにでもある車種であった。しかも、窓には中を覗のぞかれないようにシートフィルムで目張りがしてある。

「随ずい分ぶんと粗末な、お車なのですね」

「当然じゃ。余のクルマでは目立ってしょうがない」

　と、ロージーはもっともらしく取り繕つくろった。

「行き先は運転手に告げてある。とっとと案あ内ないして貰もらうがよい」

「陛下は御ご一いつ緒しよには参まいられないのですか？」

「当然であろう」

　と、開き直るロージー。

「仮にも皇帝の娘が、あのような俗なクルマに乗れるか。余は後から、ゆるゆる参るぞ」

「そうですの……」

　些いささか落胆した様よう子すで、マチコ。

「道中、妃殿下とのお喋しやべりを、とても楽しみにしておりましたのに──」

　そう言って、マチコはロージーを見た。

「う……」

　一瞬、心の中を見透かされたかのような透明な視線に、ロージーはたじろいだが、

「さ、早う」

　と、マチコをワンボックスワゴンに押し込むことに成功した。

「手て筈はず通りじゃ」

　と、ロージーは運転手に告げた。

「後は任まかせたぞ」

　何な故ぜか野球帽を目ま深ぶかに被かぶった運転手は、振り向きもせず無言でこくんと頷うなずいた。

「案内して貰え！」

　ロージーはドアを閉め、エアカーは急発進した。そのままハイウェイに乗る。

「もういいでしょう」

　五分も走らぬうちに、マチコは言った。

「さあ、本当の行き先を告げなさい」

「さすがです」

　と、運転手のカイ・マサヒコは帽子を取った。

「やはり薄々お気付きでしたか、マリア。御ご無ぶ沙さ汰たしております」

「やはりあなたでしたか、カイ……」

「おとなしくしてくだされば、あなたに危害は加えません」

　とカイ。
















「それに、私はもう、ブラック・セラフィムには戻れぬ身の上……」

「でしょうね」

　とマチコ。

「でも、薄々ではありませんよ。ちゃんとわかっていました」

　澱よどみなく言った。

「それがわかっていて、何故です？」

「ロージー妃殿下のお立場も、わかってさしあげないと──」

「お優しいのですね。相変わらず……」

「それに、私はこのまますんなりとはいくまいと思っておりました。妙みようにうまくいき過ぎるよりも、これくらい何かあった方が安心するのです。不思議なものですね」

「わかりますよ」

　と、カイ。バックミラーの中に見える彼の頰ほおには火傷やけどの跡があった。

「人間、少し苦労をすれば順じゆん風ぷう満まん帆ぱんの方がむしろ不安になるものです。私も身をもって悟さとりました」

「あなたが殊こと更さら、私に危害を加えるつもりはないであろうという、確信もありました」

「でも、土ど壇たん場ばではわかりませんよ」

　カイは意地悪く微笑ほほえんでみせた。

「私は……これはつまらぬ意地かも知れませんが、あなたがエドと幸せになることがどうにも赦ゆるせないのです。いえ、より正確には、エドがあなたと幸せになることが赦せないのではありますが──」

「でしょうね」

　マチコには冷静に受け止める余裕があった。

「それはわかります」

「怒らないのですか？」

「怒ってどうなるものでもないでしょう。人の気持ちというものは──」

「できればあなたを傷付けたくはない……。しかし、エドだけは赦せない」

「無理な相談ですね」

　マチコは苦笑した。苦笑するしかあるまい。

「エドを傷付ければ、私も無事では済みませんよ」

「わかっています」

　とカイ。

「だからこそ、自分でもどうしていいかわからない。わからないから取り敢あえず、あなたを拉ら致ちしてしまいました。御ご容よう赦しやください……」

「不ぶ器き用ようなのですね」

　マチコはくすっと笑った。

「で、どうするのです？」

「あなたを餌えさに、エドをおびき出します」

　カイは言った。

「それからどうするかは──自分でもわかりません。その時いったいどういう行動に出るのかは、自分でもわからないのです」

「あなたがそうせずにおれない気持ちは、とてもよくわかります。わかるつもりです。身を委ゆだねましょう」

「委ねてくださるのですか!?」

「はい」

　頷くマチコ。

「全すべては天の、御み心こころのままに──」




「こういう乱戦の中では──」

　と、カツヤは言った。

「下へ手たな考えで小こ癪しやくに動き回るよりも、一進一退する戦局の波に身を委ねた方が得策だって言葉、思い出したぜ」

「その言葉、誰に？」

　と、ジェットコースターのように揺れる椅い子すの上で、エドが尋ねる。

「親おや父じしかいねえだろ。こんな言葉が吐けるのは」

「ジャスティお祖じ父いちゃんが……」

「ガキの頃は、この言葉の意味がよくわからなかったぜ。耳には残ったがよ」

「今は？」

「今？　今は、ようっくわかる！」

　カツヤはそれを忠実に守った。

「今にして思う。親父は俺の人生に碁ご盤ばん目めみたいに、随ずい所しよ随所に石を置いておいてくれた。今になって、その布ふ石せきが効きいてきた……。それが、実は有り難がたいと同時に面おも白しろくない。などと言いつつ活用している自分が、俺はけっこう自分でも好きだね」

「僕の人生には、どうだろう？」

　と、エドは思った。

「お祖父さんは、僕の人生の碁盤にも、石を置いてくれたんだろうか？　それとも──」

「最近なんとなく、わかったんだが……」

　と、カツヤがエドを振り向く。

「親父は息子の俺と孫のおまえ、二人にそれぞれ、自分の人生の二つの局面を託したんじゃなかろうか？　そんな気がしてきたぜ。考え過ぎかな？」

「どうだろう？」

　とエド。

「それは結局、僕ら自身が決めるしかないんじゃないかな？」

「そういうこった」

　カツヤは前方の焰ほのおを見据え、両手を広げた。

「これは、俺の人生だぜ！」

「これも──」

　と、エドはロケットを開き、マチコの写真を見た。

「僕の人生だ」




「カツヤもやるではないか」

　と、キムタークが微笑ほほえむ。

「想像以上だ。双方、三分の一ずつを失った訳だ……」

「数の上ではともかくこちらの方が、やや不利かと──」

　カッツは言った。彼はキムタークに忠実ではあるが、忠実であるのと身み贔屓びいきであるのとは違う。

「敵に、あの巨大戦艦があり、無傷である限りは……」

「その通りだ、カッツ」

　我が意を得たりと、キムターク。

「ならばすべきことは、わかっていような」

「全船団で、あの巨大戦艦に突撃を敢かん行こう、ですか」

「そういうことだ」

　微笑む。その笑顔を見慣れているはずのカッツでさえ、ぞくっとするほどの美がそこにはある。

「かかれ！」

　彼は麾き下かの全信者たちに向けて号令した。

「これは神の王国のための大義名分ではない！　我ら自身のための闘たたかいなのだ。自らの道は、自らの手で切り拓ひらくのだ！」




「敵の攻撃が、この『常陸ひたち』に集中し始めました」

　とフランソワーズ。

「敵は瑣さ末まつな犠牲に構わず、ほとんどこの艦のみを攻撃しています！」

「わかってるじゃねえか、キムターク……」

　カツヤはニヤリとした。

「そうしてくれた方が、こちらとしても都つ合ごうがいい」

　強がりではない。

「テツ！」

　機関室に通じる、伝でん声せい管かん──激しい電波障害の下ではこれがいちばん確実──に向かって叫んだ。

「聞こえるか、雇やとわれ機関長のテツさんよ！」

『聞こえてるぜえ!!』

　と、テツの声。張りがある。

「自慢のエンジンを、フル稼か働どうさせる時が来たようだぜ」

『そいつを待ってたんだよ!!』

　喜き々きとして叫ぶ、テツ。

『いつでもいけるぜ！』

「回せ！」

　とカツヤは叫んだ。

「『常陸』だけを、艦隊から引き離す！」

「そ、そんなことをすれば──」

　と、慌あわてたのはイヂチ艦長である。

「待ってましたとばかりに、集中攻撃を受けますよ」

「覚悟の上だ」

　とカツヤ。

「一瞬だけだ。一瞬で沈むほど、この『常陸』の防ぼう禦ぎよはヤワじゃねえ!!」

　もちろん勝算あってのことである。

「エンジン全開の『常陸』に、敵はついてこれない！　追い縋すがろうとして、おそらく一直線に伸びる。伸び切ったところを、味方が側面から叩たたく!!」

　つまり、自らが囮おとりになろうというのだ。

「そんな……。まだテストもしていないのに──」

「テツを信じる。ついでに奴が丹たん精せい込めて整備したエンジンもな！」

『感謝するぜ!!』

　とテツの声。

『機関長冥みよう利りに尽きらあ！』

　次の瞬間、戒いましめを解かれた『常陸』はぐんと艦速を増した。カツヤを始め、乗組員たちはその瞬間、自分の体重が三倍にも増え、シートに押し付けられるような感触を味わった。

「むう……」

　歯を喰い縛って、それに耐える。ある者は床に投げ出され、またある者は後方の壁に激突して失神した。

「これほどまでの力が眠っていたとは──やるな!!」

　無理して微笑むカツヤ。

「テツが自慢したくなる訳わけだぜ」

　だが、それに数倍する動揺が、『常陸』に群がろうとする敵を襲った。

「なんだ、あれは……」

　キムタークでさえ、一瞬絶句した。

「鯨くじらが飛とび魚うおに化ばけましたな」

　とカッツ。

「単なるハリボテかと思っていたのですが──」

「いつの間に……」

　キムタークは歯は嚙がみしたが、すぐに、

「追え！」

　と、命令を下した。

「全速力で追うのだ!!」

「危険です！」

　とカッツ。

「あれに追い付こうとすれば、こちらはフルパワーでも無理です。ただ敵に、無防備な横腹を晒さらすだけです!!」

「追うのだ！」

　とキムターク。

「この闘いは、もはやそういう戦いではないのだ。あのカツヤが俺に挑いどんでいるというのに──。受けて立たねばなるまい……」

『常陸』の行く手を遮さえぎろうとした小型戦闘艇が一隻、舳へさきに接触して粉々に粉砕された。

「追え！」

「わかりました」

　カッツは頷うなずいた。

「目標は、カツヤのみなのですね」

「そういうことだ」

　とキムターク。

「カツヤさえ殪たおせば、あとは雑ざ魚こだ！」

　戦線から離脱しようとする『常陸』を追って、敵はほとんど一直線になった。その無防備な横腹に向け、狙ねらい澄ました惑星連合艦隊の砲撃が正確に吸い込まれ、次々と脱落艦を出す。脱落した艦は寄ってたかって、直ただちにとどめを刺さされる。しかし、敵の勢いは衰えない。

「普通はここで、怯むものなのですが……」

　とハイフェッツ。

「キムタークの覚悟も、尋常ではないということさ」

　カツヤは心から称しよう賛さんしたい気分になっていた。

「キムタークが俺の味方なら、二人で何でもできたかも知れないなあ……」

「敵だから、互いにここまでやれたとも言えましょう」

「詭き弁べんってやつだ」

「そのライバル関係に混まぜて貰もらいたそうなのが、今頃になってやって来ましたよ」

　ハイフェッツが笑いながら言う。

「ほ──」

　カツヤはブリッジの窓からその流星を見た。

「やっと来たか」

「デ・ルシオ・ドム見けん参ざん！」

　援軍としたら、最高のタイミングである。何しろ、艦隊戦としての勝敗なら、その帰き趨すうはほぼ決しかけていたのだから──。

「誰かあいつに、下積みの苦労ってやつを教えてやって欲しいよ」

　苦笑しながら、カツヤ。

「伸び切った敵の側面を攻撃するよう、要よう請せいしますか？」

　ハイフェッツが尋ねた。

「よせやい」

　とカツヤ。

「それこそ恥の上塗りってもんだ。デ・ルシオは間ま違ちがいなく銀河一の『ええかっこしい』だが、そんな命令は言われるまでもなく絶妙のタイミングでやってのける奴だ。むしろ奴のプライドが傷付くだけだ」

「さすがはカツヤだな」

　とエド。

「たった一度の共同作戦で、早くもデ・ルシオの操縦法を会え得とくしてしまうとは……」

　デ・ルシオ・ドム提てい督とくに率ひきいられたラアルゴン艦隊は、伸び切った敵の横腹に喰い付き、引き裂き、蹴け散ちらし、いいように蹂じゆう躙りんし始めた。

「どうやら……」

　と、カツヤは帽子を脱いで言った。

「勝ったな……勝負は」




「まだだ！」

　と、旗き艦かん『ウリエル』のブリッジで、キムタークは叫ぶ。

「まだ俺のカードは、残っているぞ!!」

「キムタークさま。無茶です」

　と、蒼あおざめるカッツ。

「これ以上の、抵抗は──」

「敢あえて無茶をやるから、無茶と言う！」

　キムタークにはまだ勝算があった。その笑顔が、余裕が、そのことを証明している。

「たとえ艦隊決戦には敗やぶれても、カツヤの命は必ず頂いただく！」

「わかりました……」

　カッツも従うしかない。

「ではこの私を、そのための刺し客かくにお使いください……」

「最初から──」

　横顔で微笑み、キムタークは言った。

「そのつもりだよ」




「カヤマ、見ろよ」

　と、ジャスティ・ウエキ・タイラーは天球ドームに広がる無む窮きゆうの星空を見上げながら呟つぶやいた。

「綺き麗れいな星空じゃないか……。あそこに、僕たちの青春もあったんだよねえ。僕たちは、どの星座かなあ……。君の星はどれだ？」

　コウサク・カヤマは答えない。

「カヤマ……」

　その笑顔は、至し福ふくの笑みを湛たたえたままであった。きっといい夢を見ているに違いない。最後の最後で、彼は救われた。

「逝いってしまったのか──」

　タイラーはさめざめと哭なきながら、言った。

「勝手だぞ、カヤマ……。あれだけ悪いことをやって、僕より先に幸せそうに死ぬなんて──」

　ぐっと、涙を吞のむ。

「おやすみ、スキッパー……」




「敵の旗艦を発見！」

　最初にその敵に気付いたのはフランソワーズであった。船体に微笑ほほえむ天使の紋章が描かれている。

「そいつだ!!」

　と、叫ぶカツヤ。

「砲撃を集中しますか？」

　とイヂチ艦長。

「キムタークほどの漢おとこを殺してはならない」

　と、カツヤ。

「きちんと裁判を受け、刑に服して貰おう」

「同感ですな」

　とハイフェッツ。

「さて、洗脳は解とけますかな……？」

「彼はもともと、洗脳などはされていない」

　カツヤには確信があった。

「彼は初めから、自分の信念で動いてきた。他の信者とは違うさ」

「僕もそう思うな」

　と、エド。

「拿だ捕ほしましょう」

　とハイフェッツ。

「拿捕要員を組織します。私が直接、指揮を執とりましょう」

「やってくれるか？」

　カツヤはハイフェッツを見た。

「こういう時のために、私がいるのだと思っていました」

　胸を叩いて、ハイフェッツ。マーシャルアーツで鍛きたえた体たい軀くだ。

「番長のお役に立てて、光栄ですよ」

「ありがとう、大佐……」

「僕も行くよ」

　とエドが席を立った。

「及ばずながら、キムタークを説明してみる。彼には面識があるし、それに借りもある」

「頼む」

　カツヤはエドの肩に手をやった。

「自分の気持ちをいちいち説明しなくていい甥おいっ子って奴は、便利だな。おまえがいてくれてよかった……」

　それからカツヤは敵に向き直り、

「機関部を撃て！」

　と命令した。その命令は直ちに実行され、艦速のガクンと落ちた敵旗艦に『常陸』は横付けする。

「接舷！」

　何本もの白兵戦用チューブが、敵艦に撃ち込まれた。

「移乗開始！」

「それじゃ、行ってくるよ」

　と、簡易装甲服に身を固め、敬礼するエドに、

「頼んだぞ。俺の代理」

　と、カツヤはエドに言った。

「合同結婚式、楽しみにしているぜ」

「キムタークにも出席してくれるよう、頼んでみようか？」

　エドは悪戯いたずらっぽく笑った。

「考えてみれば、彼はカツヤとフランソワーズさんとの、縁結びの神……いや、天使だぜ」

「そうだな」

　カツヤは頷いて、

「じゃ、これを持って行ってくれ」

　と、金の縁取りのある紙を手渡した。

「これは──？」

「見ればわかる」

　結婚式の、招待状であった。

「どちらかに、マルを貰ってくるように」

　ちゃんと、
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　となっている。

「キムタークの社会一般常識度が、これでわかるぞ。くくく……」

　何な故ぜか嬉うれしそうにカツヤは言った。

　正しくは
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　としなければならない。

「ブラック・セラフィムにどこまで一般常識があるかな？　ひょっとして──」
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「なんて書いてきたら、笑ってやるのにな」

「遊んでませんか？」

　エドは呆あきれつつも、

「わかった。必ず返事は貰って来る」

　と約束した。

「きっとだぞ！」

　手を振るカツヤ。

「いいな!!」

　エドは振り向き、笑顔を見せた。




「おかしい……」

　と、ハンドルを握りながら、カイは呟つぶやいた。その視線は、バックミラーに注がれている。

「さっきから一台、ずっと尾つけてきやがる……」

「そうでしょうね」

　後部シートで微笑むマチコ。

「さすがは無責任カルテット、ぬかりはありませんわ」

　そう言って、マチコはリアウィンドーから追跡して来るスポーツタイプのエアカーを見た。

「あの運転は、ケンのようですね。ノリカさんの運転にしては、上品過ぎるようです」

「まさか……」

　カイは焦あせった。

「どうして──」

「これがありますもの」

　と、マチコはペンダントを見せた。

「拉致した人ひと質じちがポジションシグナルを持っているかどうかの確認も怠おこたるなんて、カイ。あなたはブラック・セラフィムの信者としても堕だ落らくしましたね」

「くっ！」

　カイは自分の迂う闊かつさを呪のろった。

「こうなったら、振り切ってやる！」

「振り切る？」

　マチコはまた、微笑んだ。

「このワンボックスワゴンで、あのスポーツカーを？」

「くくっ……」

　遂ついに追い詰められたカイは銃じゆうを抜いた。

「仕方がない。マリア……お覚悟を──」

　冷たく光る銃口が、マチコの眉み間けんに向けられた。

　その瞬間、運転が一瞬お留る守すになる。

「あっ!!」

　と、追跡していたケンが思わず叫んだ時──、

　センターラインを越えたワンボックスカーは対抗車線の大型トラックと正面衝突し、その勢いでガードレールを躍おどり超えていた。

「マチコ───ッ!!」

　ケンの絶ぜつ叫きよう。

　路ろ肩かたに車を停め、ガード下を見る。

　かつてワンボックスワゴンであった金属の塊かたまりが、そこで黒煙を噴き上げていた。

「マチ……コ……」

　ケンには言葉もない。




「キムターク！　いるか!?」

　招待状を片手に、簡易装甲服に身を固めたエドはブリッジに飛び込んでいる。

「出欠の返事を貰いに……あ、いや、降こう伏ふくを勧告に来たぞ！」

　そこに長身のマント姿の若者が、背中を向けて立っている。

「キムターク。ひさしぶりだな……」

　今は懐なつかしさが勝まさった。

「僕だよ、エドだよ。覚えているだろう。あの時は世話になったな」

「残念でした」

　マントを翻ひるがえしつつ、若者が振り向く。

　キムタークではなかった。

「確かに懐かしいし、君には色々、世話もしたけどね」

「シン……シン・カトリ……」

「そう、僕。故ゆえあって今は、キムタークの影武者の透明にんげ～ん！」

　そう言って、おどけたようにマントをバサバサと広げてみせた。ちゃんと下に服を着ていたからいいようなものの、そうでなければ春先によく出るアブナい奴である。

「なんだよおまえは……」

「本物のキムタークは、今頃あっちの艦ふねのブリッジさ」

　と、シンは笑って言った。

「何……」

「キムタークは、自みずからカツヤを殺しに行ったよ」

「しまった!!」

　招待状を片手に、エドは慌あわてて踵きびすを返した。

「カツヤ！　逃げろ!!」

　叫びつつ、艦内を全力疾しつ走そうした。

「カツヤ───っ！」




「エドの奴、今頃返事を貰えたかな？」

　とカツヤはフランソワーズに微笑みかけた。

「カツヤも人が悪いわ」

　と、フランソワーズ。

「あれじゃ、まるでいじめじゃない。可か哀わい相そうにエドは、番長の命令で購買にパンを買いに行かされたのよ。それも、売り切れ確実のカツパンを自腹で──」

「いいんだよ」

　と笑うカツヤ。

「エドは真ま面じ目めだから、あのくらいいじめとは思わない。むしろ喜き々きとしてやっているんだよ」

「私、結婚したらぜったいエドの味方だからね！」

　とフランソワーズ。

「嫌いよ、番長なんて！」

「あちゃ～」

　顔を覆おおうカツヤ。

「みんな、俺とエドとを較くらべると、エドの味方になっちまうんだよな～。なんでだろう？」

「自分の胸に手を当てて、考えてみることだ」

　と、銃じゆうを抜きながらカッツ・モリガンは言った。

「それを、地獄での宿題にしろ」

「危あぶない！」

　フランソワーズが、カツヤを突き飛ばす。

　その直後に、カッツの構えた短針銃が火を噴ふいた。

「ちっ!!」

　短針銃ほど暗殺向きの銃もないが、唯ゆい一いつの欠点は単発式であるということである。カッツが口紅ほどもある弾丸を中折れ式の弾倉後部から装そう塡てんするよりも早く、学ランの裏側に仕込んであったカツヤの銃が立て続けに火を放った。

「あ──」

　崩くずれ落ちるカッツ。

「フラン……」

　カッツには目もくれず、カツヤは茫ぼう然ぜんとフランソワーズに歩み寄った。

「馬鹿……嫌いな俺を何故助けた……」

　胸の中央を、無数の針に射抜かれている。

「結婚式は……どうするんだよう……」

「訂正するわ……」

　と、フランソワーズの唇くちびるが微かすかに動いた……。

「好きよ、番長……大……好き……」

「フランソワーズ！」

「……あたしで……よかっ……た」

「わあああああああああああああああ─────────────────ッ!!」

　その瞬間、カツヤにとって宇宙などどうでもよかったことだけは事実だ。

「な、ん、で、だ、よう！」

「カッツ……」

　遅れて現れたキムタークが、カッツの骸むくろを抱き起こす。

「カッツ……。起きろ」

　互いに、背中を向き合った二人の英雄は、それぞれの存在をまるで無視したかのように深い哀しみに沈んだ。

「俺を一人に……」

「私を独ひとりに──」

　やがて、ようやくその存在に気付いたかのように、どちらからともなくゆっくりと振り向く。

「カツヤか……」

　キムタークの瞳ひとみは、潤うるんでいた。

「キムターク、だな……」

　カツヤの頰ほおは、滝のようである。

「そうか……」

　ややあって、キムタークは言った。

「互いに最愛の者を、喪うしなったという訳だな」





つづく












　あとがき　ここで引きますか





担当：本当に「ここで引きますか」って感じですね。

作者：引くんだよ（笑）。実は、ここから先は、まだどうするか考えてないというのもあるな。

担当：それはちょっとムゴいですな。

作者：ドラマなら一週間待てばいいが、小説だと次はいつ出るかわからんからな（笑）。三か月か、半年か、一年か、あるいは──。

担当：年内にはお願いします。

作者：原稿は君へのクリスマスプレゼントということになりそうだな。読者の皆さんへはお年玉かな。月遅れの……（笑）。

担当：次で完結でしたね。

作者：そうだ。次で完結する。最終巻のタイトルも、実はもう決めてあるぞ。

担当：もし差さし支つかえなかったら、お聞きしたいですな。

作者：わはは、そうだろ！　聞いて驚け。『銀河賛さん唱しよう』というのだ。

担当：♪たたえよ～たたえよ～って、思わず歌い出したくなりますね。

作者：いきなり『大地賛唱』を唱うたってどうする。最近の若い者は妙みような歌を卒業式で歌うのだな。私にわかるのはせいぜい『贈る言葉』くらいまでだぞ。

担当：もう『蛍ほたるの光』や『仰あおげば尊し』の時代ではないでしょう。

作者：うん。私自身は全然いい歌だとは思わんし、裏になにやら作さく為いめいた思し惟いを感じて嫌いやなのだが、タイトルだけは妙に気に入って、使うことにしたのだ。でも、最後までタイトルを争って敗やぶれたもうひとつの候補というのもあって、それは『静かな星の静かな夜』というのだ。

担当：アントニオ・カルロス・ジョビンなんてもうこのシリーズの読者は誰も知らないでしょうね。

作者：実は私も知らん（笑）。だがタイトルだけは妙にいいだろ。

担当：そうですね。あとは内容がよければもっと──。

作者：それは今の段階では、どうなるかわからんな。まあ全力を尽くすのみだ。

担当：いったいどうなるのでしょう？

作者：君はどうなると思う？

担当：やはり『常陸ひたち』が巨大ロボットに変形するのでしょうか？

作者：おまえ最近、私を舐なめとらんか？

担当：舐めてません。見切っただけです（笑）。

作者：最終巻だけ○日ソノラマから出そうかな……。

担当：私が悪うございました。でも『常陸』という名前からして、気になりますね。この～木何の木気になる木という感じですね。

作者：私の読者のようなことを言ってどうする。

担当：担当は最初の読者ですから。最初にニヤッとするのも担当で……。

作者：最初に失望するのも、最初に見切るのも担当という訳わけだな。

担当：最初に見放すのも担当……。

作者：やっぱ、ワシ帰る。

担当：いや～、『無責任カルテット』は最高です！

作者：そうだろうそうだろう。しかし、最近困ったことになった。

担当：どうしたんです？

作者：『邪じや教きよう殲せん滅めつ』のあとがきを読んだ読者から「割と面おも白しろかったです」という手紙を貰もらって参まいったぞ。それも一通や二通ではない。ほとんどこれだ。

担当：それは、あのあとがきの文脈でいくと絶賛なんですよ。

作者：どう取っていいのか書いた本人も困るような感想を寄せんで欲しい（笑）。

担当：次も割と面白いんでしょ。

作者：本気で原稿が要いらんらしいな。目の前で暖だん炉ろに焚くべてみたいな。

担当：暖炉もないくせに？

作者：そのためにだけ、暖炉のある新居が欲しい。

担当：でも、今や私も吉岡作品のパターンはある程度読めるようになりましたからね。

作者：じゃあ代筆してみろ。

担当：まず巨大戦艦を出す。それが何かに変形したり、合がつ体たいしたり──。

作者：変形はともかく合体はマズいな。知ってたか？『新解さん』によると、『合体』っていうのは男女の営みの婉えん曲きよく的表現なんだぞ。

担当：『新解さん』って何です？

作者：編集のくせに『新解さん』を知らんのか。巷ちまたで話題の『新明解国語辞典』のことだ。国語辞典のくせに火か炎えん瓶びんの作り方から数え方まで懇こん切せつ丁てい寧ねいに解説してあるのだ。ほんとだぜ小屋頭。

担当：なんですか小屋頭ってのは？

作者：『新解さん』に出てくる登場人物らしい。例文の引いん用ようが凄すごいのだ。創作かも知れん。あの例文を書いている人に富士見で一冊長編を書かせてみたいものだ。

担当：そうなんですか。

作者：ちなみに『新解さん』で『巨大戦艦』の項目を引いてみよう。

きょだいせんかん［巨大戦艦］　特定の艦体とエンジンとが互いに特別の愛情をいだいて、一緒になりたい、出来るなら合体したいという気持を持ちながら、それが、常に叶かねえられないで、読者をやきもきさせる・（まれに叶えられて読者を狂喜させる）空想科学小説の大道具。〔かぞえ方〕一隻

担当：噓うそばっか（笑）！

作者：しかし、これでなんとなく『新解さん』のイメージはわかるだろう。

担当：じゃあ先生も最近は『新解さん』を使っているのですか？

作者：いや、私は買わない。読み耽ふけってしまって仕事にならんそうだ。しかしそのうちＣＤ・ＲＯＭになるのではないかという勢いだ。

担当：で、最終巻ではやはり、エドとマチコは合体するのでしょうか？

作者：帰れ！　え～と、しかしやっぱり大仕掛けは必要だな。やっぱり『常陸』を変形させるか（笑）。

担当：『常陸』の甲かん板ぱんが、そのままヴァージンロードになるというのはどうでしょう。そして、ブリッジが変形して教会になる。

作者：そういう馬ば鹿かなことを書くのは○吹○明と吉岡平だけだ。

担当：いいんですか、名な指ざしですよ。伊○秀○先生の本のあとがきには、ただ、こんな馬鹿な話を書くのは○○○と○吹秀○だけだと書いてあるだけですよ。

作者：いいんだよ。報ほう復ふくだ。伊○○明も喜んでいる。宣伝にもなるしな。だいたい、あの文脈でどう考えたら○○○に吉岡平以外の文字が入るというのだ。三文字名前の作家なんてただでさえ少ないんだぞ。

担当：はあ……。ところで、あれをやれという読者の声が多いようですよ。

作者：あれか？

担当：あれです。

作者：またあれをやるのか？

担当：声優遊びです。やっぱここまで来たら、アニメ化ですよ。先生はどんな声がお好きですか？　エドの声は？

作者：ふん。そんなものは声優人気ランキングの上位を適当に組み合わせときゃいいのだ。最近の傾向からすると、エドは石田彰でマチコは桜井智だな。後は売れ筋をテキトーに組み合わせとけ。そうすりゃどんなに作者の意向が無視されようとも売れる！

担当：先生、何か最近声優方面でお辛つらいことがあったのでしょうか？

作者：もう訳わかんなくなったというだけだ。それにしても桜井智があれほど売れるとはな。自慢ではないが我が家の押入にはレモンエンジェルの写真集がゴロゴロあるぞ。

担当：本当にゴロゴロしてますね。

作者：ここだけの話だが、創Ａ新社から原稿料代わりに貰ったのだ。

担当：まったく伏せ字になってませんが……。

作者：いいのだ。あの会社には色々と言いたいこともあるのだ。特に社長にはあるぞ。敢あえて名は伏すが吉田という社長だ。

担当：向こうも言いたいことはあったようですが──。

作者：まあ、今となってはかえって価値が出たな。あの写真集、神保町の某ぼう書店で一冊ン千円だぞ。つまり私は、ン十万円分、あの本を貰ったのだ。大部分をただで人にくれてやったのが今となっては返すがえすも惜おしまれる。それでも今もまだ、数万円分持っているがな。しかも、書店へ卸おろす前の、出荷状態から未開封の状態でだぞ（爆笑）！

担当：こうなるともう、お宝鑑定団ですね。

作者：そうそう。倉田悠子先生の『智のハートでノック』も数冊あるぞ。お値打ちだろ。富士見書房はあれを復刻しないのか？

担当：しません（笑）。

作者：するなよ。価値が下がる（笑）。

担当：じゃあもう、声優に関して夢は捨てたと……。

作者：う～ん。やっぱエドは石田彰かな（笑）？

担当：ちゃんと考えてる。

作者：マチコは井上喜久子だろうな。

担当：カツヤは？

作者：関智一。ノリカは……私の周囲には鈴木真仁を押す声がやたら多いぞ。ケンは……難むずかしいな。

担当：もっと難しいのはブラック・セラフィムの六人組でしょう。

作者：理想を言えば本人たち（笑）なんだろうがな……。ま、香取慎吾は声優経験があるからいいとして、残りはギャラで破は綻たんするぞ。

担当：脇役の方が高い。

作者：伝説の石原裕次郎を超えるかも知れんぞ（註・昔そういうことがあったのです。若い人たちへ──ああ、ハーロック！）。

担当：デ・ルシオ・ドムに三木眞一郎を使って欲しいという声も聞きますね。

作者：三木さんの声って関俊彦さんと時々間ま違ちがえるくらいよく似てるよね。だから親子で違和感なくていいかも知れない。

担当：甘い！　世の中にはもっと似ている声がありますよ。そればかりか演技もそっくりという……。あろうことか歌まで──。

作者：坂本真綾だな（笑）。

担当：私、坂本真綾って笠原弘子のクローンかと思ってました……。

作者：まあ同じこまどりだからな。無理もない。西村先生、お元気かなあ……。

担当：しみじみしないでくださいよ。

作者：しかし『エスカフローネ』を見ていると、時々錯さつ覚かくに陥おちいるなあ……。西村先生の演技指導まで見えるなあ（笑）。

担当：なんか世代は完全に一巡したって感じですよね。

作者：ロージーの声は、坂本真綾で決まりだな（笑）。
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